
賀
米
飛
霞
の
『
油
布
嶽
採
薬
図
譜
』
考

は
じ
め
に

　
賀
来
飛
雲
ニ
ハ
コ
ハ
ー
一
八
九
四
）
が
天
保
十
一
年
夏
五
月
、
油
布
嶽
に
登
っ

て
採
薬
し
か
『
油
布
嶽
採
薬
図
譜
』
の
原
本
は
、
『
油
布
嶽
採
薬
記
』
と
『
油
布
嶽

採
薬
図
譜
　
乾
』
『
油
布
嶽
採
薬
図
譜
　
坤
』
の
三
冊
で
あ
る
。
『
油
布
嶽
採
薬
記
』

は
『
油
布
嶽
採
薬
図
譜
　
乾
』
『
油
布
嶽
採
薬
図
譜
　
坤
』
（
以
下
、
こ
の
二
冊
を

あ
げ
る
場
合
に
は
『
図
譜
』
と
よ
ぶ
）
の
草
稿
で
、
そ
れ
に
は
写
生
図
を
全
く
欠

い
て
い
る
。
『
図
譜
』
は
、
『
油
布
嶽
採
薬
記
』
の
定
植
と
さ
れ
る
も
の
で
、
巻
一
、

巻
二
、
巻
三
か
ら
な
り
、
「
紀
行
」
「
題
言
」
と
油
布
嶽
の
絶
頂
部
、
中
腹
部
、
山

麓
部
に
分
け
ら
れ
た
植
物
目
録
に
続
い
て
そ
れ
ぞ
れ
「
草
木
写
生
圖
」
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
飛
雲
の
著
作
目
録
等
で
『
油
布
嶽
採
薬
記
』
を
二
冊
と
さ

れ
た
場
合
に
は
、
定
稿
の
『
図
譜
』
二
冊
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
こ
の
『
図
譜
』
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
賀
来
飛
雲
研
究
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
植

物
研
究
の
上
か
ら
大
分
県
の
草
分
け
と
さ
れ
、
地
域
植
物
誌
の
貴
重
な
資
料
と
さ

れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
の
解
題
さ
れ
た
も
の
は
見
当
た
ら
ず
、
そ
の
内
容
の
理
解
や

掲
載
さ
れ
た
植
物
の
吟
味
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
筆
者
は
、
別
府
大
学
平
成
六
年
度
公
開
講
座
で
「
賀
来
飛
雲
と
本
草
学
」
と
題

し
て
講
演
し
た
機
会
に
『
図
譜
』
の
解
題
を
試
み
た
。
そ
れ
を
通
し
て
油
布
嶽
（
由

布
岳
）
採
薬
と
い
う
実
地
踏
査
に
よ
る
飛
雲
の
本
草
学
に
触
れ
、
飛
雲
の
ひ
た
む

き
な
研
究
態
度
や
植
物
誌
と
し
て
貴
重
な
価
値
を
持
つ
油
布
嶽
草
本
誌
に
改
め
て

荒
　
　
金

正
　
　
憲

感
銘
を
深
く
し
た
。

　
こ
の
考
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
『
油
布
嶽
採
薬
記
』
並
び
に
『
図
譜
』
の
原
本

の
撮
影
許
可
を
頂
い
た
安
心
院
町
教
育
委
員
会
、
撮
影
に
あ
た
っ
て
下
さ
っ
た
県

立
宇
佐
風
上
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
研
究
員
股
上
達
雄
氏
、
文
献
等
で
多
く
の

知
見
を
頂
い
た
大
熊
米
陽
氏
（
安
心
院
町
在
住
）
、
／
野
勝
戦
氏
（
安
心
院
町
教
育

委
員
会
）
、
『
図
譜
』
の
書
き
下
し
に
あ
た
り
援
助
を
賜
っ
た
別
府
大
学
の
友
永
植

氏
、
佐
藤
暁
氏
（
日
出
町
在
住
）
と
入
江
秀
利
氏
（
別
府
市
在
住
）
、
写
生
図
の
鑑

定
に
指
導
を
賜
っ
た
初
昌
江
彦
氏
（
鹿
児
島
市
在
住
）
、
武
石
子
雄
氏
（
玖
珠
町
在

住
）
、
さ
ら
に
、
こ
の
報
文
の
寄
稿
に
つ
い
て
格
別
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
学

部
出
版
委
員
会
等
各
位
に
対
し
、
こ
こ
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。

『
図
譜
』
の
構
成

　
定
稿
『
図
譜
』
二
冊
の
内
容
構
成
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
草
稿
の
『
油
布
嶽

採
薬
記
』
は
、
草
木
写
生
図
を
欠
い
て
い
る
が
、
定
稿
と
ほ
ぽ
同
様
な
内
容
で
あ

る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
こ
と
に
す
る
）

（
表
紙
）
　
　
『
油
布
嶽
採
薬
図
譜
　
乾
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
八
翁
錦
棄
題
答

油
布
嶽
採
薬
記
巻
一

大
分
県
下
宇
佐
郡
佐
田
村

　
　
　
　
　
　
賀
来
飛
雲
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紀
行

　
○
飛
霞
の
定
植
に
は
「
紀
行
」
と
あ
る
が
、
こ
の
二
文
字
は
、
帆
足
萬
里
に

　
　
よ
り
削
除
の
添
削
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
内
容
を
示
す
た
め
に
、

　
　
こ
こ
で
は
「
紀
行
」
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。

　
Ｏ
「
紀
行
」
に
は
、
油
布
嶽
の
山
容
の
こ
と
、
油
布
嶽
採
薬
の
経
緯
、
登
渉

　
　
の
コ
ー
ス
、
登
渉
途
中
で
観
察
さ
れ
た
油
布
嶽
の
自
然
環
境
や
油
布
嶽
周

　
　
辺
地
の
情
景
な
ど
が
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｏ
「
紀
行
」
の
末
尾
に
油
布
嶽
採
薬
の
日
時
ぶ
ハ
保
庚
子
夏
五
月
べ
そ
の
後

　
　
に
遥
貝
末
睦
之
〃
と
あ
り
、
登
渉
し
採
薬
し
た
睦
之
（
飛
霞
）
　
▽
人
の
名

　
　
が
記
さ
れ
、
捺
印
さ
れ
て
い
る
。

題
言

　
Ｏ
「
題
言
」
は
、
凡
例
の
体
裁
で
、
箇
条
書
き
に
四
項
目
に
亘
っ
て
述
べ
ら

　
　
れ
、
高
山
に
お
け
る
草
木
の
生
態
的
区
分
（
絶
頂
部
、
中
腹
部
、
山
麓
部
）

　
　
や
絶
頂
部
の
生
態
と
そ
の
植
生
、
写
生
図
の
内
容
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
○
「
紀
行
」
の
場
合
と
同
様
に
、
末
尾
に
ご
脛
之
識
〃
と
記
さ
れ
て
い
る
。

油
布
嶽
採
桑
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賀
未
佐
之
公
輔
　
｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賀
未
睦
之
季
和
　
撰

　
絶
頂
部
（
麻
比
都
児
草
以
下
、
絶
頂
部
の
四
十
二
種
類
の
植
物
名
、
三
種
類

　
　
の
動
物
名
が
あ
げ
ら
れ
、
一
部
に
形
状
等
が
付
記
さ
れ
て
い
る
）

　
○
冒
頭
に
兄
佐
之
と
睦
之
（
飛
霞
）
の
共
著
の
形
が
と
ら
れ
い
る
。

　
○
絶
頂
部
の
植
物
目
録
及
び
形
状
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
に
は
鳥
や
蜂

　
　
な
ど
の
動
物
も
付
加
さ
れ
て
い
る
。

　
○
動
植
物
名
は
、
漢
名
と
和
名
と
が
用
い
ら
れ
、
い
ず
れ
か
が
不
明
の
場
合

　
　
に
は
、
ご
和
名
未
詳
〃
ま
た
は
ご
疾
名
未
詳
〃
と
し
て
い
る
。

　
○
和
名
に
は
、
本
草
和
名
を
用
い
て
い
る
。

　
○
絶
頂
部
草
木
図
（
。
絶
頂
草
木
圖
〃
の
字
句
の
後
に
、
目
録
に
掲
げ
た
植
物

四
十
二
種
類
す
べ
て
の
図
と
、
鳥
、

○
草
木
図
の
末
尾
に
は
ぷ
頁
来
佐

　
さ
れ
て
た
も
の
が
貼
ら
れ
て
い

る(3之

蜂
の
二
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）

弟
　
飛
雲
　
同
撰
〃
と
別
の
紙
に
記

（
表
紙
）
　
『
油
布
嶽
採
薬
図
譜
　
坤
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
八
翁
錦
棄
題
谷

油
布
嶽
採
薬
記
巻
二

　
　
山
腹
部
　
（
絶
頂
部
と
重
複
し
、
絶
頂
部
に
も
み
ら
れ
る
も
の
十
九
種
類
と
、

　
　
　
山
腹
部
の
十
二
種
類
及
び
鳥
一
種
類
、
計
三
十
一
類
種
の
名
が
あ
げ
ら
れ

　
　
　
て
い
る
）

　
　
山
腹
草
木
図
（
山
腹
部
の
十
一
類
種
の
植
物
図
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
末
尾

　
　
　
に
「
油
布
嶽
採
薬
記
巻
二
終
」
の
記
が
あ
る
）

油
布
嶽
採
薬
記
巻
三

　
　
山
麓
部
（
絶
頂
及
び
山
腹
部
と
重
複
し
山
麓
部
に
も
み
ら
れ
る
十
三
種
類
、

　
　
　
山
腹
部
と
重
複
し
山
麓
部
に
も
み
ら
れ
る
五
種
類
、
絶
頂
部
と
重
複
し
山

　
　
　
麓
部
に
も
み
ら
れ
る
二
種
類
、
山
麓
部
だ
け
に
み
ら
れ
る
三
十
五
種
類
及

　
　
　
び
鳥
二
種
類
、
計
五
十
七
種
類
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
）

　
　
山
麓
草
木
図
（
山
麓
部
に
あ
げ
ら
れ
た
三
十
五
種
類
の
草
木
図
と
鳥
一
国
が

　
　
　
掲
げ
ら
れ
、
末
尾
に
、
Ｊ
脛
之
圖
尨
か
付
記
さ
れ
、
フ
ハ
神
〃
Ｊ
脛
之
〃
の
印

　
　
　
が
あ
る
。
終
末
に
ゴ
朋
布
嶽
採
薬
記
巻
三
大
尾
〃
と
あ
る
）

　
　
油
布
嶽
採
薬
と
そ
の
前
後

一
、
『
大
河
内
寫
真
符
号
』
『
水
谷
寫
真
図
符
号
』
と
『
図
譜
』

　
　
賀
来
飛
霞
が
油
布
嶽
で
採
薬
し
た
の
は
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
年
）
の

　
陰
暦
五
月
、
飛
霞
が
二
十
四
歳
の
時
で
あ
る
。
五
月
九
日
に
郷
里
の
佐
田
を
出
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発
、
十
日
に
油
布
嶽
に
登
渉
し
て
採
薬
し
、
十
一
日
に
佐
田
に
帰
っ
て
い
る
。

　
「
紀
行
」
の
終
末
に
謡
明
日
二
稿
ヲ
起
コ
シ
、
油
布
嶽
採
薬
記
ヲ
作
ル
〃
と
あ

　
飛
雲
の
年
譜
に
よ
る
し
、
油
布
嶽
採
薬
の
天
保
十
一
年
の
前
に
は
、
天
保
五

年
、
飛
雲
十
八
歳
の
時
、
兄
佐
之
と
上
京
し
て
山
本
亡
洋
に
つ
い
て
本
草
学
を

学
び
、
天
保
七
年
二
十
歳
の
時
、
阿
波
へ
赴
い
て
い
る
。
前
年
の
天
保
十
年
に

は
、
兄
嫁
を
連
れ
て
琵
琶
湖
の
兄
佐
之
の
許
へ
行
っ
て
い
る
。

　
賀
末
飛
雲
関
係
の
遺
稿
の
中
に
『
大
河
内
高
真
符
号
』
と
『
水
谷
高
真
図
符

号
』
の
二
冊
の
コ
ピ
ー
が
残
さ
れ
て
い
る
。
『
大
河
内
耳
真
符
号
』
は
、
①
は
豊

前
宇
佐
郡
福
木
野
滝
の
近
辺
に
生
え
る
草
、
②
は
僕
の
郷
（
安
心
院
町
佐
田
）

の
山
中
陰
地
に
生
え
る
草
、
な
ど
と
⑩
項
目
ま
で
あ
り
、
⑨
項
は
国
東
郡
伊
見

浦
の
ウ
ロ
ロ
ン
コ
を
あ
げ
て
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
図
を
添
え
た
鑑
定
依
頼
書
の

草
稿
で
あ
る
。

　
こ
の
草
稿
に
は
図
は
な
い
が
、
「
甲
ハ
全
形
、
乙
ハ
花
弁
ヲ
開
キ
薬
ヲ
見
ル
、

丙
ハ
・
・
」
な
ど
と
、
図
の
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。
『
水
谷
高
真
図
符
号
』
も

同
様
に
、
①
玖
珠
郡
硫
黄
山
絶
頂
向
陽
の
地
に
生
え
る
雑
草
、
カ
フ
サ
ン
ス
ギ

か
ら
⑨
杵
築
の
鴨
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
形
状
や
図
の
説
明
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
の
旱
ハ
河
内
〃
は
尾
張
藩
の
大
河
内
存
真
、
タ
水
谷
〃
は
水
谷
豊
文
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
割
註
に
「
・
・
今
秋
、
弟
睦
之
ヲ
シ
テ
其
ノ

地
二
採
草
セ
シ
ム
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
簡
の
草
稿
は
、
兄
佐
之
の
も

の
で
あ
っ
て
、
郷
里
を
離
れ
て
遊
学
し
て
い
た
佐
之
が
、
郷
里
佐
田
に
い
る
弟

睦
之
を
通
し
て
胆
葉
標
本
を
作
ら
せ
、
実
地
本
草
学
の
本
家
と
い
わ
れ
た
大
河

内
存
真
や
水
谷
豊
文
に
書
簡
を
添
え
て
送
り
、
正
確
な
動
植
物
名
の
鑑
定
を
依

頼
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
飛
雲
の
孚
ハ
保
壬
辰
（
三
年
）
秋
〃
の
草
木
写
生
図
の
目
録
に
、
玖
珠
郡
硫

黄
山
産
の
カ
フ
サ
ン
ス
ギ
（
マ
ン
ネ
ン
ス
ギ
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
水
谷
高

真
図
符
号
』
①
の
カ
フ
サ
ン
ス
ギ
と
符
合
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
書
簡
の
草
稿

は
、
油
布
嶽
採
薬
記
を
作
る
以
前
の
も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
こ

の
草
木
写
生
図
の
目
録
に
は
、
九
重
火
山
の
硫
黄
山
（
玖
珠
郡
田
野
）
の
イ
ワ

カ
ガ
ミ
や
油
布
嶽
山
麓
の
油
布
院
（
由
布
院
）
の
草
木
写
生
図
が
あ
げ
ら
れ
て

お
り
、
油
布
嶽
採
薬
以
前
に
、
油
布
嶽
の
よ
う
な
高
山
で
は
、
す
で
に
、
生
態

的
に
絶
頂
部
や
山
腹
部
、
山
麓
部
な
ど
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
植
物
分
布
が
異
な

る
こ
と
を
予
想
し
、
「
紀
行
」
に
農
丁
、
登
リ
テ
採
薬
ス
ル
ヲ
欲
ス
ル
ハ
有
年
〃

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
実
証
す
る
機
会
を
待
ち
望
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

二
、
油
布
嶽
採
薬
に
お
け
る
兄
佐
之
と
飛
雲

　
　
草
稿
『
油
布
嶽
採
薬
記
』
の
表
紙
に
は
、
遥
貝
末
佐
之
公
輔
、
弟
　
睦
之
季
和

　
撰

〃
と
あ
る
が
、
「
草
木
語
序
」
の
末
尾
に
は
、
ぶ
貝
末
睦
之
記
〃
と
あ
り
、
さ

　
Ｉ
’
一
ｓ
【
″
∃
ｉ
一
‘
ｊ
・
．
一
一
に
ｙ
Ｉ
‘
’
コ
”
ｘ
／
Ｎ
　
？
ｌ
ｒ
ｊ
＆
へ
４
こ
Ｌ
１
１
り
６
‘
一
芦
】
ｔ
ｖ
ぺ
　
”
‐
乃
ノ
’
埓
ｏ
”
｀
し
Ｉ
ｘ
ａ
「
ｒ
日
ｎ
り

ら
に
、
「
題
言
」
の
末
尾
に
も
、
。
登
嶽
後
九
日
睦
之
識
１
こ
あ
る

そ
れ
が
「
油

布
嶽
草
木
誌
」
と
記
さ
れ
た
植
物
目
録
に
は
、
ｊ
北
豊
　
賀
末
佐
之
公
輔
、
弟
睦

之
季
和
　
撰
〃
と
、
兄
佐
之
と
飛
雲
の
共
著
の
形
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
定
稿
の
『
図
譜
』
で
は
、
『
図
譜
　
乾
』
の
「
紀
行
」
の
末
尾
に
認
貝
末
睦
之
〃

と
あ
り
。
睦
之
〃
の
朱
印
が
押
さ
れ
、
「
題
言
」
（
草
稿
の
「
草
木
誌
」
に
あ
た

る
）
に
は
Ｊ
脛
之
識
〃
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
植
物
目
録
の
あ
る
「
油

布
嶽
採
薬
記
」
の
巻
頭
に
は
ぶ
貝
末
佐
之
公
輔
、
弟
　
睦
之
季
和
撰
〃
と
記
載

さ
れ
、
『
図
譜
　
坤
』
の
終
末
「
油
布
嶽
採
薬
記
巻
三
大
尾
」
の
欄
に
、
ご
詮
之

圖
〃
と
認
め
ら
れ
、
捺
印
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
『
図
譜
』
の
「
紀
行
」
「
題
言
」
は
勿
論
、
「
草
木
写
生

圖
」
も
飛
雲
の
作
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
Ｊ
陛
之
〃
　
Ｔ
人
の
名
が
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
植
物
目
録
の
記
載
に
な
る
と
、
兄
佐
之
と
同
撰
の
形
を

と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
『
大
河
内
耳
真
符
号
』
な
ど
か
ら
分
か
る
よ

う
に
、
植
物
名
の
鑑
定
に
は
佐
之
が
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
飛
雲
が
兄
佐
之
に

対
し
絶
大
な
敬
意
を
表
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
記
名
と
は
別
に
、
定
稿
『
図
譜
　
乾
』
の
表
紙
に
遥
貝
来
飛
雲
へ

末
尾
に
ぶ
貝
末
佐
之
　
弟
　
飛
雲
　
同
撰
〃
と
、
。
飛
雲
〃
の
号
を
用
い
て
、
そ
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れ
ぞ
れ
異
な
る
紙
に
書
い
た
も
の
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
何
か
の
理

由
で
後
で
添
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
萬
里
の
朱
筆

　
　
兄
佐
之
（
飛
雲
よ
り
十
七
歳
年
上
）
は
十
四
歳
で
、
飛
霞
は
五
歳
の
時
に
帆

　
足
萬
里
に
入
門
し
、
萬
里
に
師
事
し
て
医
学
や
漢
詩
、
本
草
学
な
ど
を
学
ん
だ
。

　
本
草
学
に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
兄
弟
は
何
か
に
つ
け
て
萬
里
の
指
導

　
を
仰
い
で
い
る
。
飛
雲
の
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
大
隅
米
陽
氏
に
よ
り
、
『
図

　
譜
　
坤
』
の
見
返
し
に
、
ぶ
ヱ
子
添
作
ハ
萬
里
先
生
ノ
直
筆
ナ
リ
。
表
瀋
ハ
伊
藤

　
圭
介
男
ノ
直
筆
ナ
リ
〃
と
認
め
た
紙
片
が
貼
ら
れ
て
あ
る
。

　
　
萬
里
の
朱
筆
は
、
草
稿
の
『
油
布
嶽
採
薬
記
』
に
も
、
定
稿
の
『
図
譜
』
に

　
も
及
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
草
稿
の
筆
頭
に
書
か
れ
た
げ
朋
布
嶽
草
本
誌
序
〃

　
は
、
バ
犯
行
〃
と
添
削
さ
れ
、
「
題
言
」
の
前
に
書
か
れ
た
げ
朋
布
嶽
草
木
誌
〃

　
も
　
げ
朋
布
嶽
採
薬
記
〃
と
添
削
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
さ
ら
に
、
線
が
引
か

　
れ
て
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
文
中
に
も
多
く
の
添
削
が
み
ら
れ
る
。
『
図
譜
』

　
は
こ
の
添
削
を
取
り
入
れ
て
す
べ
て
を
清
書
さ
れ
て
定
植
に
至
っ
た
も
よ
う
で

　
あ
る
。
定
稿
で
バ
犯
行
〃
と
書
か
れ
た
箇
所
も
、
さ
ら
に
バ
犯
行
〃
の
部
分
が

　
添
削
さ
れ
る
な
ど
、
定
稿
に
も
所
々
に
朱
書
き
が
施
さ
れ
、
ま
た
、
草
木
写
生

　
図
の
植
物
名
で
、
横
書
き
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
縦
書
き
に
書
き
改
め
ら
れ
て

　
い
る
。
こ
う
し
て
添
削
さ
れ
た
『
図
譜
』
の
朱
書
き
は
、
訂
正
さ
れ
な
い
で
そ

　
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
し
か
し
、
定
稿
『
図
譜
』
の
植
物
名
の
順
に
付
け
ら
れ
た
○
印
や
、
和
名
に

　
送
ら
れ
た
振
り
仮
名
は
、
萬
里
の
朱
書
き
と
は
字
体
も
色
調
も
異
な
っ
て
お
り
、

　
後
で
飛
霞
本
人
か
、
或
い
は
山
本
亡
洋
か
が
加
筆
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
『
図
譜
』
の
表
箆
に
つ
い
て

　
　
当
時
、
本
草
学
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
伊
藤
圭
介
と
飛
霞
と
は
、
本
草
学
を

　
通
し
早
く
か
ら
深
く
交
流
し
て
い
た
。
『
図
譜
』
の
「
題
言
」
に
あ
る
よ
う
に
、

高
山
に
生
え
る
草
木
を
三
等
に
分
け
る
こ
と
に
つ
い
て
も
諮
孤
ガ
友
、
尾
藩
伊

藤
氏
ノ
言
テ
木
曽
御
嶽
が
草
木
ヲ
区
別
ス
ル
ニ
倣
フ
ナ
リ
〃
と
あ
り
、
こ
の
時

既
に
、
圭
介
の
用
い
た
高
山
に
お
け
る
生
態
的
区
分
の
考
え
を
導
入
し
て
い
る
。

飛
霞
が
六
十
二
歳
で
東
京
の
小
石
川
植
物
園
調
査
係
と
し
て
研
究
に
勤
し
む
よ

う
に
な
っ
た
の
も
伊
藤
圭
介
の
招
き
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
『
図
譜
』
の
い
ず
れ
の
表
笈
も
伊
藤
圭
介
が
書
か
れ
た
も
の
で
、
表
瀋
の
左

側
下
に
ー
七
十
八
翁
錦
命
題
答
こ
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。
ぷ
鄙
空
７
は
圭
介
の
老

年
の
号
で
、
圭
介
が
七
十
八
歳
の
時
、
定
稿
の
油
布
嶽
採
薬
記
巻
一
に
『
油
布

嶽
採
薬
図
譜
　
乾
』
、
巻
二
、
巻
三
を
ま
と
め
た
一
冊
に
『
油
布
嶽
採
薬
図
譜

坤
』
と
し
た
の
で
あ
る
。
圭
介
七
十
八
歳
の
時
は
明
治
十
三
年
、
飛
雲
が
東
京

に
出
て
三
年
目
、
飛
雲
が
一
旦
帰
郷
し
て
再
び
上
京
し
た
年
で
あ
る
。
推
測
で

は
あ
る
が
、
こ
の
年
、
飛
雲
に
と
っ
て
至
宝
と
さ
れ
る
油
布
嶽
採
薬
記
の
定
稿

を
持
参
し
、
圭
介
の
目
に
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
こ
の
年
は
、

圭
介
と
共
編
の
『
小
石
川
植
物
園
草
木
図
説
第
一
冊
』
が
刊
行
さ
れ
る
前
年
で
　
２
‐

お
り
、
油
布
嶽
採
薬
記
が
記
さ
れ
た
天
保
十
一
年
か
ら
は
四
〇
年
を
経
過
し
て
　
づ

い
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
高
橋
正
和
氏
の
「
忘
れ
ら
れ
た
科
学
者
（
三
）
で

詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
高
橋
氏
は
「
記
」
と
「
図
譜
」
の
こ

と
に
触
れ
ら
れ
「
図
譜
」
の
完
成
で
圭
介
に
よ
り
命
名
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
「
紀
行
」
「
題
言
」
の
内
容
及
び
生
態
的
に
扱
わ
れ
た
植
物
目
録
、
そ
れ

に
「
草
木
図
」
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
、
「
記
」
と
「
図
譜
」
と
は
一
体
的
な
も

の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
解
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
植
物
種
の
正
確
な
鑑

定
が
可
能
と
な
り
、
地
域
植
物
相
研
究
の
重
要
な
資
料
性
を
持
つ
も
の
で
、
画

を
心
得
た
飛
霞
の
み
が
な
し
得
た
、
当
時
で
は
異
彩
な
採
薬
記
（
植
物
誌
）
で

あ
っ
た
も
の
と
価
植
づ
け
る
。

　
明
治
十
五
年
春
、
上
野
不
忍
池
院
で
圭
介
八
十
歳
の
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
盛

て大

いな

る(9炭

゜覧

会
が
も
た
れ
た
。
そ
の
際
の
出
品
目
録
に
飛
霞
の
も
の
が
記
録
さ
れ

そ
れ
に
は
『
油
布
嶽
採
薬
記
』
二
冊
（
写
本
）
と
あ
り
、
そ
れ
は
圭



介
が
表
瀋
を
付
し
た
定
稿
の
『
図
譜
』
と
は
別
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
今
の

と
こ
ろ
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　
　
　
『
図
譜
』
の
植
物
誌
的
研
究

一
、
油
布
嶽
採
薬
の
日
程
、
コ
ー
ス
等

　
　
飛
霞
は
、
宿
願
で
あ
っ
た
油
布
嶽
採
薬
を
天
保
十
一
年
五
月
（
陰
暦
）
に
導

　
者
と
二
人
で
豆
炒
し
、
実
地
に
採
集
観
察
し
た
。
『
図
譜
』
の
「
紀
行
」
に
み
ら

　
れ
る
日
程
や
コ
ー
ス
及
び
主
な
観
察
事
項
等
（
○
印
）
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
九
日
　
佐
田
（
安
心
院
町
）
を
出
発
↓
湯
山
（
別
府
市
）
↓
塚
原
温
泉
（
湯

　
　
　
布
院
町
）
　
↓
塚
原
（
湯
布
院
町
）
△
泊
▽

　
　
○
村
（
塚
原
）
の
自
然
環
境

　
十
日
　
塚
原
↓
山
の
東
か
ら
登
る
（
塚
原
道
）
　
↓
大
渓
（
現
在
の
。
お
お

　
　
　
く
え
乙
↓
中
峯
（
西
岳
）
の
近
く
↓
中
峯
（
西
岳
）
↓
　
北
峯
（
飯

　
　
　
盛
山
）
へ
↓
一
老
杉
（
地
代
ノ
杉
）
・
地
（
地
代
）
↓
△
路
を
失
う
▽
～
△
陽

　
　
　
の
向
か
う
地
に
出
て
食
事
▽
↓
西
に
下
る
↓
転
石
の
多
い
急
坂
を
下

　
　
　
る
↓
　
平
ら
な
山
麓
↓
官
道
↓
舎
（
塚
原
）
↓
　
塚
原
温
泉
△
泊
▽

　
　
○
大
渓
の
山
崩
れ
の
様
子

　
　
○
中
峯
近
く
の
出
石
の
様
子
と
鶴
見
岳
や
四
極
山
（
高
崎
山
）
な
ど
の
展
望

　
　
○
南
峯
（
東
岳
　
一
五
八
三
メ
ー
ト
ル
）
の
絶
険
の
模
様

　
　
○
中
岳
（
西
岳
　
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
雑
木
の
形
状
や
油
布
一
郷
の
景

　
　
　
色

　
　
○
地
代
の
老
杉
や
湿
地
、
奇
石
径
厳
に
ツ
ツ
ジ
の
生
え
る
様
子

　
　
○
中
腹
の
転
石
で
危
険
な
急
坂
の
情
景

　
十
一
日
　
塚
原
温
泉
↓
塚
原
↓
佐
田

　
　
○
明
日
に
稿
を
起
こ
す

　
　
　
＊
地
名
な
ど
は
『
由
布
登
山
地
図
』
木
村
好
兵
衛
著
（
大
正
十
四
年
八
月

　
　
　
　
十
六
日
発
行
）
を
参
照
し
た
。

二
、
油
布
嶽
採
薬
時
の
植
物
観
察
や
記
録
、
標
本
の
作
成

　
　
　
『
図
譜
』
の
「
紀
行
」
「
題
言
」
に
み
ら
れ
る
植
物
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
○
大
渓
で
の
セ
リ

　
　
○
北
峯
の
ス
ギ
、
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
、
オ
タ
カ
ラ
コ
ウ
、
ニ
シ
ノ
ヤ
マ
タ
イ
ミ

　
　
　
ン
ガ
サ
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ

　
　
○
半
腹
以
下
　
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
ト
チ
バ
ニ
ン
ジ
ン

　
　
こ
れ
ら
は
、
採
薬
記
の
植
物
の
極
く
一
部
で
あ
っ
て
、
ス
ギ
、
セ
リ
、
ヤ
マ

　
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
ト
チ
バ
ニ
ン
ジ
ン
は
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
油
布
嶽

　
の
植
物
目
録
は
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
記
録
さ
れ
、
写
生
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
草
稿
を
作
る
た
め
に
は
、
現
地
で
の
メ
モ
が
必
要
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
観
察
メ

　
モ
書
き
（
野
帳
）
で
あ
る
。
飛
霞
の
遺
稿
の
中
に
は
、
油
布
嶽
採
薬
の
際
の
メ

　
モ
書
き
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
杵
築
採
薬
記
』
（
嘉
禾
五
年
）
で
の
メ
モ
書

　
き
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
一
枚
の
和
紙
に
墨
で
、
植
物
名
が
片
仮
名
や
漢
字
で

　
無
造
作
に
書
か
れ
、
植
物
の
ス
ケ
ッ
チ
や
日
付
も
み
ら
れ
る
。
紙
の
大
き
さ
も

　
様
々
で
あ
る
。

　
　
油
布
嶽
嶽
採
の
場
合
も
同
様
に
観
察
メ
モ
が
と
ら
れ
、
現
地
で
の
草
木
の
ス

　
ケ
ッ
チ
も
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
飛
霞
は
最
初
か
ら
、
記
録
さ
れ
た
植
物

　
全
て
の
写
生
図
を
画
く
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
必
要
に

　
応
じ
て
植
物
も
採
集
し
た
で
あ
ろ
う
。
「
紀
行
」
の
な
か
に
は
、
採
集
用
具
や
採

　
集
し
た
記
録
は
な
い
が
、
種
名
未
詳
の
も
の
や
図
譜
を
必
要
と
す
る
も
の
は
、

　
そ
の
都
度
採
集
し
て
押
し
薬
に
す
る
か
、
龍
な
ど
に
入
れ
る
か
し
て
家
ま
で
持

　
ち
帰
り
、
後
で
、
ス
ケ
ッ
チ
し
た
り
、
調
べ
て
鑑
定
に
供
し
た
り
し
た
も
の
で

　
あ
ろ
う
。
五
月
十
日
の
一
日
だ
け
の
強
行
登
渉
で
、
現
地
で
観
察
や
ス
ケ
ッ
チ

　
を
す
べ
て
為
し
終
え
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。

　
　
宮
崎
県
総
合
博
物
館
所
蔵
の
飛
霞
の
塗
薬
標
本
の
中
に
、
天
女
花
オ
ホ
ヤ
マ

　
レ
ン
グ
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
げ
掴
布
嶽
二
採
ル
〃
の
メ
モ
書
き
が
添
付
さ
れ
て

　
い
る
。
こ
の
標
本
は
、
ま
さ
し
く
、
天
保
五
年
二
八
四
〇
年
）
五
月
十
日
（
陰

　
暦
）
に
油
布
嶽
絶
頂
で
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
メ
モ
書
き
に
は
。
山
本
翁
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四
極
山



　　　　オオヤマレング

　　油布嶽一天保11年（1840）

（宮崎県総合博物館所蔵誹葉標本）

鑑
定
〃
と
あ
り
、
京
都
で
師
事
し
た
山
本
亡
洋
の
鑑
定
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
天
女
花
オ
ホ
ヤ
マ
レ
ン
グ
は
、
草
稿
の
『
油
布
嶽
採
薬
記
』
で
は
、
こ
和
名

法
納
幾
１
こ
し
、
屁
ハ
ノ
枝
屈
曲
シ
、
葉
小
サ
シ
ー
こ
ホ
オ
ノ
キ
と
は
少
し
異
な

る
形
状
を
観
察
し
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
定
稿
で
は
こ
和
名
阿
々
也
末
連

花
〃
と
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
飛
霞
の
観
察
力
の

鋭
さ
や
、
標
本
作
成
を
通
し
て
正
確
を
期
し
た
研
究
態
度
が
伺
え
る
。
ま
た
。

　
『
図
譜
』
に
は
、
諮
刀
有
花
〃
。
方
有
蔭
″
と
付
し
た
も
の
や
、
観
察
さ
れ
た
葉

や
根
の
形
状
が
傍
書
さ
れ
て
お
り
、
メ
モ
書
き
に
は
、
さ
ら
に
細
や
か
な
観
察

が
記
録
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

三
、
植
物
の
鑑
定

　
　
野
外
に
出
て
採
薬
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
採
薬
に
供
す
る
植
物
だ
け
で
な
く
、

　
様
々
な
植
物
に
当
面
し
、
従
来
の
古
典
的
な
本
草
学
で
は
通
用
し
な
く
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
『
大
河
内
高
真
符
号
』
や
『
水
谷
高
真
符
号
』
の
よ
う
に
、
未
詳

　
の
植
物
の
写
生
図
や
標
本
を
添
え
て
、
幅
広
く
精
通
し
た
本
草
学
者
に
鑑
定
を

　
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
兄
佐
之
は
、
伊
藤
圭
介
と
共
に
長
崎
で
シ
ー
ボ
ル
ト
か

　
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
。
佐
之
は
、
若
い
と
き
の
飛
雲
に
と
っ
て
は
、
本
草
学

の
直
接
の
先
達
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
図
譜
』
に
あ
げ
ら
れ
た
植
物
名
で
。

　
。
和
名
y
&
¥
m
か
れ
、
Ｊ
疾
名
未
詳
〃
の
も
の
や
、
漢
名
ぺ
」
○
一
種
〃
と
あ
る

も
の
は
、
中
国
か
ら
の
本
草
学
を
越
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
『
図
譜
』

で
あ
げ
ら
れ
た
植
物
の
う
ち
四
十
五
種
類
が
数
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
シ
ダ
植
物

の
フ
ジ
シ
ダ
を
ー
ふ
レ
イ
ポ
ヂ
ウ
ム
ヘ
　
コ
イ
ワ
カ
ン
ス
ゲ
を
〃
ガ
ラ
ス
ー
こ
し
、

そ
の
補
足
に
ぶ
酉
洋
本
草
家
ノ
統
ノ
名
ト
ス
ル
。
今
仮
二
之
ヲ
用
ュ
〃
と
あ
り
、

植
物
名
に
リ
ン
ネ
の
分
類
や
洋
学
の
影
響
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
あ
げ
ら
れ
た
八
十
八
種
類
の
植
物
の
う
ち
、
和
漢
名
未
詳
の
も
の
は
、
ポ
レ

イ
ポ
ヂ
ウ
ム
、
ガ
ラ
ス
、
モ
ミ
ジ
ー
種
の
ほ
か
、
和
漢
名
未
詳
と
さ
れ
た
ミ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
と
キ
ス
ゲ
の
五
種
類
で
あ
る
。
絶
頂
部
に
群
生
す
る
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ

マ
に
つ
い
て
も
、
出
郷
躊
と
し
な
が
ら
も
、
ぷ
使
メ
テ
短
媛
ニ
シ
テ
、
石
上
二
生

エ
ル
者
ハ
、
花
ノ
深
紅
・
浅
紅
ノ
ニ
種
有
リ
〃
と
記
さ
れ
、
こ
の
時
既
に
、
ヤ

マ
ツ
ツ
ジ
と
は
区
別
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
鑑
定
に
は
、
兄
佐
之
の

力
量
が
大
き
く
関
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
豊
前
佐
田
に
あ
っ
て
、
尾
張
藩
の
　
　
一

本
草
学
者
大
河
内
存
真
、
水
谷
豊
文
並
び
に
伊
藤
圭
介
、
京
都
の
山
本
亡
洋
な
　
‐
７

ど
の
当
時
卓
越
し
た
本
草
学
者
と
交
流
し
て
こ
そ
、
こ
れ
ほ
ど
の
正
確
な
植
物

目
録
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

四
、
目
録
の
整
理

　
　
　
『
回
譜
』
の
特
色
は
、
植
物
目
録
を
絶
頂
部
、
中
腹
部
、
山
麓
部
に
分
け
て

　
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
絶
頂
部
に
四
十
五
種
類
（
内
動
物
三
種
類
）
、

　
山
腹
部
に
三
十
一
種
類
（
内
、
絶
頂
部
に
み
ら
れ
る
も
の
十
九
種
類
、
鳥
一
種

　
類
）
、
山
麓
部
に
は
五
十
七
種
類
（
内
、
絶
頂
部
及
び
山
腹
部
に
み
ら
れ
る
も
の

　
十
三
種
類
、
山
腹
部
に
み
ら
れ
る
も
の
五
種
類
、
絶
頂
部
に
み
ら
れ
る
も
の
二

　
種
類
、
鳥
二
種
類
）
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
草
稿
を
み
る
と
、
絶
頂
部
の
も
の

　
は
尽
く
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
中
腹
部
、
山
麓
部
に
あ
げ
ら
れ
た
も
の
の
中
で
、

　
他
の
分
布
帯
と
重
複
す
る
も
の
に
は
番
号
を
付
し
、
そ
れ
が
『
図
譜
』
の
目
録

　
で
は
ご
杷
頂
部
に
み
ら
れ
る
も
の
〃
な
ど
と
区
別
さ
れ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。



由
布
岳
の
よ
う
な
新
し
い
火
山
で
の
、
複
雑
な
分
布
状
況
に
あ
る
植
物
分
布
を

見
事
な
手
法
で
整
理
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
も
、
飛
霞
は
予
め
、
こ
の

こ
と
を
予
期
し
て
観
察
が
な
さ
れ
記
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ

ら
三
等
に
分
け
ら
れ
た
の
植
物
群
か
ら
、
絶
頂
部
で
は
、
主
と
し
て
山
頂
帯
風

衝
地
の
岩
場
に
発
達
す
る
低
木
林
、
山
腹
部
は
低
木
林
と
草
原
と
が
混
交
し
た

植
生
、
山
麓
部
は
湿
地
を
含
め
た
草
原
や
林
縁
な
ど
、
ほ
ぽ
、
そ
れ
ら
の
植
物

群
落
や
生
育
環
境
が
推
測
さ
れ
る
。

　
　
『
図
譜
』
で
扱
わ
れ
た
植
物
は
、
重
複
し
て
あ
げ
た
も
の
を
除
く
と
、
絶
頂

部
四
十
二
種
類
、
中
腹
部
十
二
種
類
、
山
麓
部
三
十
五
種
類
、
計
八
十
八
種
類

と
な
る
。
こ
れ
は
油
布
嶽
に
生
育
す
る
維
管
束
植
物
（
シ
ダ
植
物
、
種
子
植
物
）

の
全
て
で
は
な
い
が
、
由
布
岳
を
特
色
づ
け
る
も
の
が
多
く
、
ま
た
、
フ
ジ
シ

ダ
、
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
、
ヤ
マ
オ
ダ
マ
キ
、
ツ
チ
グ
リ
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
、
ム
ラ
サ

キ
、
ツ
シ
マ
マ
マ
コ
ナ
な
ど
、
由
布
岳
で
の
希
変
種
も
多
く
扱
わ
れ
、
現
在
な

お
活
用
さ
れ
る
貴
重
な
地
方
植
物
誌
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

五
、
「
草
木
写
生
図
」
の
作
成

　
　
　
『
図
譜
』
で
あ
げ
ら
れ
た
八
十
八
種
類
の
植
物
が
、
ズ
杷
頂
草
木
圖
〃
タ
山
腹

　
草
木
圖
〃
タ
山
麓
草
木
圖
仏
心
見
出
し
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
録
の
後
に
全
て
の
草

　
木
図
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
漢
名
や
和
名
が
書
か
れ
、
「
題
言
」
に
Ｊ
Ｔ

　
が
遊
セ
シ
時
、
花
実
ノ
候
二
非
ラ
ズ
、
而
ル
ニ
之
ヲ
画
ク
ハ
、
旧
図
ヲ
臨
ス
ル

　
ナ
リ
〃
な
ど
と
、
油
布
嶽
採
薬
の
際
、
描
い
た
も
の
に
、
か
つ
て
写
生
し
た
当

　
談
柄
物
の
花
や
実
の
図
を
補
っ
て
い
る
。

　
　
飛
霞
は
十
四
歳
の
時
、
杵
築
藩
の
十
市
石
谷
に
画
を
学
び
、
精
細
に
写
生
し
、

　
彩
色
し
た
草
木
写
生
図
を
多
く
描
い
て
い
る
。
飛
霞
が
七
歳
か
ら
十
四
・
五
歳

　
頃
ま
で
の
も
の
を
ま
と
め
た
「
本
草
画
帖
（
墳
坪
帖
）
」
が
あ
り
、
天
保
二
年
（
十

　
六
識
）
か
ら
天
保
十
一
年
に
油
布
嶽
採
薬
す
る
頃
に
は
、
郷
里
の
佐
田
や
近
郊

　
の
油
布
院
、
九
重
山
な
ど
で
の
草
木
写
生
図
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
写

　
生
図
の
中
か
ら
、
『
図
譜
』
の
写
生
図
に
ぶ
懸
隻
圖
１
こ
明
示
し
て
補
填
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
丹
念
に
仕
上
げ
た
彩
色
写
生
図
に
比
べ
る
と
、
『
図
譜
』
の
写
生

図
は
、
「
題
言
」
に
Ｊ
暗
図
ヲ
作
ル
〃
と
あ
る
よ
う
に
、
単
色
墨
画
の
ス
ケ
ッ
チ

風
で
、
飛
霞
に
と
っ
て
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
す
る
。

　
お
わ
り
に

　
飛
雲
は
当
初
、
草
稿
『
油
布
嶽
採
薬
記
』
の
巻
頭
に
げ
朋
布
嶽
草
本
誌
序
〃
と

記
し
て
あ
る
。
今
日
風
で
い
え
ば
、
げ
掴
布
嶽
植
物
誌
〃
で
あ
る
。
生
態
的
な
分
布

で
整
理
さ
れ
た
写
生
図
入
り
の
植
物
誌
と
い
え
る
。
筆
者
ら
が
刊
行
し
た
『
新
版

大
分
県
植
物
誌
』
の
「
大
分
県
植
物
研
究
史
」
の
冒
頭
に
ヱ
今
草
学
者
賀
来
飛
雲
〃

を
掲
げ
、
本
県
植
物
研
究
の
草
分
け
と
し
て
特
筆
し
て
い
る
。
郷
土
の
ゴ
朋
布
嶽

植
物
誌
〃
と
し
て
の
学
術
的
価
値
は
極
め
て
大
き
い
。
今
回
、
『
図
譜
』
の
内
容
に

立
ち
入
っ
て
み
る
と
、
一
層
そ
の
感
を
強
く
す
る
。

　
本
年
七
月
二
十
六
日
、
宮
崎
県
総
合
博
物
館
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
飛
雲
の
標
本

中
、
油
布
嶽
採
薬
時
の
、
百
五
十
四
年
前
に
採
集
さ
れ
た
早
ハ
女
花
オ
ホ
ヤ
マ
レ

ン
グ
〃
に
接
し
た
と
き
は
感
慨
▽
人
で
あ
っ
た
。

　
　
『
図
譜
』
の
草
稿
や
定
稿
に
付
加
さ
れ
た
植
物
名
の
未
書
き
の
こ
と
、
圭
介
八

十
歳
の
記
念
展
示
会
に
出
品
さ
れ
た
『
油
布
嶽
採
薬
記
』
二
冊
（
写
本
）
の
こ
と
、

い
ず
れ
か
で
保
管
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
油
布
嶽
採
薬
に
関
わ
る
未
見
の
採
集
植

物
標
本
や
草
木
写
生
図
の
こ
と
、
そ
れ
ら
の
検
索
や
検
証
な
ど
油
布
嶽
採
薬
の
絹

や
か
な
研
究
は
こ
れ
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。

文
　
　
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
刊
行
年
代
順
に
掲
載

○
賀
未
佐
之
　
年
代
未
詳
（
一
八
三
二
・
天
保
三
年
前
後
）
大
河
内
耳
真
符
号

○
賀
来
佐
之
　
年
代
未
詳
（
一
八
三
二
・
天
保
三
年
前
後
）
　
水
谷
耳
真
符
号

○
賀
未
佐
之
・
賀
来
睦
之
　
一
八
四
〇
（
天
保
十
一
年
）
　
『
油
布
嶽
採
薬
図
譜
　
乾
』
『
油
布
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嶽
採
薬
　
坤
』

○
賀
来
佐
之
・
賀
来
睦
之
　
一
八
四
〇
（
天
保
十
一
年
）
　
『
油
布
嶽
採
薬
記
』

○
大
隅
米
陽
編
　
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
年
）
　
賀
来
飛
雲
関
係
分
　
豊
前
国
佐
田
郷
土
史

　
上
巻

○
大
映
米
陽
編
　
一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
年
）
　
賀
来
飛
霞
関
係
分
　
宇
佐
出
郷
先
達
伝

　
全

○
別
府
大
学
図
書
館
　
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
年
）
　
大
分
県
動
植
物
文
献
目
録
付
大
分
県

　
内
所
蔵
明
治
以
前
の
動
植
物
文
献
写
真
集
（
関
係
分
）
大
分
県
に
関
す
る
資
料
目
録
　
二

　
別
府
大
学
図
書
館
叢
書
　
二

〇
大
分
県
宇
佐
郡
安
心
院
町
安
心
院
町
教
育
委
員
会
　
Ｔ
几
七
六
（
昭
和
五
十
一
年
）
　
賀
来

　
飛
雲
遺
稿
集
　
一
　
　
（
大
分
県
関
係
分
）
　
『
油
布
嶽
採
薬
図
譜
　
乾
』
『
油
布
嶽
採
薬
　
坤
』

　
　
（
関
係
部
分
複
写
）

○
山
下
愛
子
　
▽
几
七
七
（
昭
和
五
十
五
年
）
　
賀
来
飛
雲
　
－
資
料
編
―
東
京
時
代
　
女

　
子
聖
学
校
短
期
大
学
紀
要
　
第
九
号

○
大
分
県
教
育
委
員
会
　
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
年
）
　
賀
来
飛
雲
の
分
　
郷
土
の
先
覚
者

　
シ
リ
ー
ズ
　
第
ハ
集

⑤
尚
浦
照
明
　
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
年
）
　
大
分
の
医
療
史
　
三
人
本
草
家
・
賀
来
飛
雲

○
局
橋
正
和
　
忘
れ
ら
れ
た
科
学
者
（
ニ
ー
賀
来
飛
雲
―

○
大
分
県
安
心
院
町
教
育
委
員
会
　
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
年
）
　
賀
来
飛
雲
関
係
資
料
調

　
査
報
告
書

○
大
分
県
植
物
語
刊
行
会
一
九
八
六
（
平
成
元
年
）
　
新
版
大
分
県
植
物
語
　
賀
来
飛
雲
植
物

　
写
生
図
　
大
分
県
植
物
研
究
史

○
安
心
院
町
・
安
心
院
町
教
育
委
員
会
・
安
心
院
町
文
化
協
会
　
一
九
八
九
（
平
成
元
年
）
　
賀

　
来
飛
雲
略
年
譜
　
没
後
百
年
賀
来
飛
雲
遺
品
展

注　
田
　
賀
来
飛
雲
関
係
資
料
（
『
油
布
嶽
採
薬
記
』
『
図
譜
』
を
含
む
）
は
、
安
心
院
町
教
育
委
員

　
　
会
が
所
有
者
と
の
間
で
管
理
委
託
契
約
を
結
び
、
『
賀
来
飛
雲
関
係
資
料
調
査
報
告
書
』
大
分

　
県
安
心
院
町
教
育
委
員
会
（
昭
和
六
十
一
年
）
の
「
目
録
」
に
掲
載
さ
れ
た
資
料
は
、
大
分

　
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
に
委
託
・
保
管
さ
れ
て
い
る
。

閃
　
本
草
和
名
（
輔
仁
本
草
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

朗
　
年
譜
に
よ
る
と
、
賀
来
睦
之
が
。
飛
雲
〃
と
号
し
た
の
は
、
弘
化
二
年
、
三
十
歳
の
時
で

　
あ
る
。

㈲
　
こ
こ
で
は
、
安
心
院
町
等
が
主
催
し
た
「
没
後
一
〇
〇
年
賀
来
飛
雲
遺
品
展
」
の
略
年
譜

　
を
用
い
た
。

㈲
　
共
に
尾
張
藩
の
本
草
学
者
。
大
河
内
存
真
は
伊
藤
圭
介
の
実
兄
。
水
谷
豊
文
は
小
野
蘭
山

　
門
下
の
逸
才
で
、
尾
張
本
草
学
の
指
導
者
。

㈲
　
飛
雲
の
住
ん
で
い
た
佐
田
（
安
心
院
町
）
か
ら
由
布
岳
を
み
る
と
、
そ
の
山
容
は
抜
き
ん

　
で
て
お
り
、
特
に
そ
の
絶
頂
部
の
絶
険
が
眺
望
で
き
る
。

閉
　
草
稿
『
油
布
嶽
採
薬
記
』
の
「
油
布
嶽
草
木
誌
」
の
末
尾
に
Ｊ
翌
嶽
後
九
日
隆
之
識
〃
と

　
あ
り
、
草
稿
の
完
成
は
天
保
十
一
年
五
月
（
陰
暦
）
二
十
日
と
考
え
ら
れ
る
。

㈲
　
定
稿
の
字
筆
は
、
兄
佐
之
の
も
の
に
似
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

㈲
　
山
下
愛
子
氏
の
『
賀
来
飛
雲
－
資
料
編
―
』
（
一
九
七
七
）
に
よ
る
と
、
こ
の
目
録
は
「
錦

　
棄
翁
羞
胚
会
書
目
解
題
（
写
）
」
全
一
冊
（
国
合
図
特
七
ｉ
二
〇
三
）
。

�
　
当
時
使
わ
れ
て
い
た
植
物
和
名
に
は
、
現
在
の
も
の
と
異
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
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『
図
譜
』
の
書
き
下
じ

（
表
紙
）
　
油
布
嶽
採
薬
図
譜
　
乾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
八
翁
錦
案
題
簑

油
布
嶽
採
薬
記
巻
「

大
分
県
下
宇
佐
郡
佐
田
村

　
　
　
　
　
　
賀
来
飛
霞

　
油
布
嶽
ハ
南
豊
ノ
高
山
ナ
リ
。
我
が
北
豊
ノ
彦
鵬
卜
相
談
抗
ス
。
而
シ
テ
彦
嶽

ハ
人
皆
之
二
登
ル
モ
、
独
り
布
嶽
ノ
ミ
、
之
二
登
ル
者
甚
ダ
少
シ
。
蓋
シ
絶
険
ニ

シ
テ
、
且
ツ
寺
院
ノ
宿
ル
ベ
キ
無
キ
ヲ
以
テ
ス
ル
ナ
リ
。
其
ノ
山
、
周
匝
十
有
ハ

里
、
高
キ
ハ
之
ヲ
三
峯
ト
称
シ
、
宛
然
ト
シ
テ
芙
蓉
ノ
如
シ
。
故
二
呼
ビ
テ
豊
ノ

芙
蓉
卜
日
フ
。
雲
霧
ヲ
呑
吐
シ
、
風
雨
雷
ヲ
噴
起
ス
。
四
国
、
中
州
ョ
リ
之
ヲ
望

マ
バ
、
遠
ク
雲
際
二
秀
イ
デ
、
実
二
豊
ノ

ス
ル
コ
ト
有
年
。
而
シ
テ
土
人
、

為
ス
。
数
バ
其
ノ
下
ヲ
過
ル
モ
、

毎
歳
、

上滴

巳(5)山

ナ
リ
ド
予
、
登
リ
テ
採
薬
セ
ン
ト

、
端
午
二
日
ヲ
以
テ
登
険
ノ
期
ト

未
ダ
嘗
テ
其
ノ
期
二
会
サ
ズ
。
故
二
我
が
郷
ヲ

距
ツ
ル
コ
ト
甚
ダ
遠
カ
ラ
ザ
ル
ト
雖
ド
モ
、
未
ダ
登
ル
ヲ
得
ザ
ル
ナ
リ
。
去
歳
、

塚
原
温
泉
二
浴
シ
、
土
人
卜
明
春
ヲ
以
テ
、
予
ノ
登
ル
ヲ
導
ビ
ク
ヲ
約
ス
。
今
春
、

伯
父
が
喪
二
居
リ
、
仲
夏
二
及
ビ
テ
同
道
ノ
者
ヲ
求
ム
。
葛
城
生
従
フ
ヲ
請
フ
モ
、

病
原
テ
果
サ
ズ
。
予
、
意
ヲ
決
シ
テ
、
九
日
ヲ
以
テ
独
り
発
シ
、
湯
山
二
至
ル
。

温
泉
二
浴
シ
、
日
哺
山
ヲ
下
リ
、
約
ス
ル
所
ノ

温
泉
二
浴
シ
、
日
哺
山
ヲ
下
リ
、
約
ス
ル
所
ノ
辻
人
ノ
家
二
宿
ル
。
農
務
ノ
急
ナ

ル
ヲ
以
テ
辞
ス
モ
、
之
ヲ
強
ル
ニ
乃
チ
諾
ス
。
桂
ハ
嶽
勝
二
在
リ
フ
地
勢
頗
ル
高

ク
、
緑
陰
荊
欝
タ
リ
。
嵐
気
清
涼
ニ
シ
テ
、
炎
熱
ヲ
知
ラ
ズ
。
杜
肱
多
シ
。
夜
ハ

蚊
ノ
声
ヲ
聞
カ
ズ
、
唯
、
筧
水
ノ
洞
々
ト
シ
テ
声
有
ル
ヲ
聞
ク
ノ
ミ
。

　
十
日
朝
、
快
晴
。
導
者
鎌
ヲ
帯
ビ
杖
を
柱
キ
テ
、
山
東
自
り
登
ル
。
朝
露
草
韓

ヲ
厭
混
ス
。
腰
ヲ
没
シ
テ
行
ク
コ
ト
里
許
リ
、
右
ノ
カ
タ
折
レ
テ
渓
ヲ
渡
ル
。
其

ノ
源
ヲ
仰
望
ス
ル
ニ
、
源
ハ
山
頂
二
発
ス
。
蓋
シ
往
歳
山
崩
レ
、
其
ノ
痕
大
洗
卜

為
ル
ナ
リ
。
巨
石
甚
ダ
多
ク
、
渓
径
数
十
歩
。
清
激
声
有
リ
テ
、
水
中
二
芹
ヲ
生

ズ
。
芳
脆
ニ
シ
テ
甚
ダ
美
ナ
リ
。
実
二
其
ノ
地
ノ
名
産
為
リ
。
山
上
ノ
積
雪
、
暮

春
二
及
ビ
テ
融
解
シ
、
泉
源
大
イ
ニ
辰
ル
。
巌
石
ヲ
落
シ
テ
向
ハ
シ
メ
、
殷
声
地

ヲ
動
カ
ス
。
登
ル
コ
ト
里
許
リ
、
左
ノ
カ
タ
折
レ
、
又
渓
ヲ
渡
ル
。
登
リ
テ
之
ョ

り
久
シ
ク
、
蹊
梢
ヤ
微
ニ
シ
テ
、
草
始
メ
テ
短
シ
。
蓋
シ
是
ョ
リ
先
十
余
年
、
上

人
炭
ヲ
製
セ
シ
時
、
往
来
シ
テ
蹊
ヲ
成
ス
モ
、
蹊
此
二
尽
ク
。
往
々
陥
處
有
リ
テ
、

其
ノ
間
相
距
ツ
ル
コ
ト
数
十
歩
。
深
サ
脚
ヲ
没
シ
、
広
サ
数
尺
ナ
リ
。
其
ノ
土
ノ

黒
壌
ナ
ル
ヲ
視
ル
。
蓋
シ
山
石
ノ
転
ビ
テ
落
下
シ
、
撃
チ
テ
炊
ヲ
成
セ
シ
カ
。
或

ハ
大
石
二
鱗
レ
、
之
ヲ
砕
キ
シ
カ
。
之
ヲ
念
ハ
バ
人
ヲ
シ
テ
股
栗
シ
止
マ
ザ
ラ
シ

ム
。

　
豊
北
ノ
諸
山
、
尽
ク
見
ュ
。
其
ノ
頂
ノ
大
ナ
ル
ハ
屋
楼
ノ
如
ク
、
小
ナ
ル
ハ
丘

埋
ノ
如
シ
。
近
キ
ハ
呼
ブ
可
ク
、
遠
キ
ハ
拝
ス
ペ
シ
。
宛
モ
波
濤
ノ
大
島
ヲ
遁
ル

ガ
如
シ
。
鶴
岳
ノ
頂
ヲ
臨
ム
ニ
、
甚
ダ
広
大
于
ビ
ア
、
青
繰
綿
亘
ス
。
四
極
山
ハ

亦
タ
甚
ダ
卑
ク
シ
。
漸
ク
登
リ
テ
中
軸
二
近
ヅ
キ
、
南
軸
ヲ
望
ム
。
峯
八
三
峯
ノ

中
二
在
リ
テ
最
モ
高
シ
。
雑
木
深
密
ト
シ
テ
織
ル
ガ
如
ク
、
野
火
モ
焼
ク
能
ハ
ズ
。

巌
石
畳
累
シ
、
絶
険
ノ
岨
ニ
シ
テ
登
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
猟
夫
、
田
大
モ
敢
テ
入
ラ
ズ
。

相
伝
フ
ル
ニ
、
之
二
登
ル
者
終
二
還
ラ
ズ
ト
。
峯
下
ノ
土
石
ノ
崩
壊
セ
ル
處
、
雲

霧
忽
然
ト
シ
テ
脚
下
二
生
ジ
、
用
尺
晦
冥
ナ
リ
。
風
起
リ
テ
笠
ヲ
落
ス
。
食
頃
ニ

シ
テ
風
静
マ
リ
雲
斂
ル
。

　
進
ミ
テ
中
峯
二
至
ル
。
亦
夕
巌
石
ノ
高
サ
数
十
尋
二
萱
エ
、
瓦
落
重
畳
シ
、
勢

ヒ
顛
落
セ
ン
ト
ス
。
石
間
ノ
雑
木
ハ
、
風
雪
ノ
厭
ス
ル
所
ト
焉
リ
、
短
矯
ニ
シ
テ

長
ゼ
ズ
、
屈
曲
盤
婚
ス
。
朽
幹
枯
條
ハ
、
或
ハ
直
二
或
ハ
曲
リ
、
或
ハ
横
タ
ワ
リ

或
ハ
斜
メ
ニ
、
或
ハ
督
レ
或
ハ
臥
ス
。
其
ノ
色
蒼
白
ニ
シ
テ
、
挺
然
ト
シ
テ
竜
蛇

ノ
枯
骨
ノ
如
シ
。
蓋
シ
数
百
歳
ノ
物
ナ
リ
。
巌
下
二
休
ミ
、
壷
漿
ヲ
飲
ミ
テ
渇
キ

ヲ
療
ス
。
北
方
ノ
陰
言
望
ム
ヲ
遮
リ
、
西
麗
ノ
油
布
一
郷
ノ
人
家
、
歴
々
ト
シ
テ

数
フ
可
シ
。
黄
雲
畝
地
二
満
チ
、
寒
ニ
シ
テ
沫
ダ
麦
ヲ
収
メ
ザ
ル
ナ
リ
。
其
ノ
間

ノ
粉
ヲ
鮎
ズ
ル
ガ
如
キ
ハ
、
蓋
シ
外
家
日
野
ル
ノ
家
壇
ナ
ラ
ン
カ
。

ノ
粉
ヲ
鮎
ズ
ル
ガ
如
キ
ハ
、
蓋
シ
外
家
日
野
氏
ノ
家
壇
ナ
ラ
ン
カ
。

　
下
リ
テ
沈
峯
二
至
ル
。
峯
ハ
中
南
二
峯
二
比
シ
テ
最
モ
卑
シ
。
雑
木
欝
蒼
ト
シ

テ
、
一
老
杉
ノ
林
表
二
秀
出
シ
、
蒼
翠
滴
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
有
リ
。
導
者
日
夕
、
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其
ノ
下
ハ
所
謂
池
寫
是
レ
ナ
リ
ト
。
林
下
ノ
谷
ヲ
穿
ツ
コ
ト
数
百
歩
、
獣
跡
ヲ
踏

ミ
テ
以
テ
幽
遠
二
人
ラ
八
日
ヲ
見
ズ
。
陰
霧
衣
ヲ
濡
シ
、
頓
二
寒
冷
ヲ
覚
ュ
。
杉

下
二
至
レ
バ
、
其
ノ
地
ハ
俎
洵
ニ
シ
テ
、
唯
ダ
混
乱
ヲ
生
ズ
ル
ノ
ミ
テ
ビ
ア
、
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

下
二
至
レ
バ
、
其
ノ
地
ハ
俎
洵
ニ
シ
テ
、
唯
ダ
泥
盛
ヲ
生
ズ
ル
ノ
ミ
テ
ビ
ア
、
他

ノ
水
草
無
シ
。
巌
石
ハ
往
々
其
ノ
中
二
時
チ
、
雑
木
及
ビ
擲
躊
ノ
之
ヲ
蒙
ヒ
テ
、

一
ツ
ニ
仮
山
ノ
如
シ
。
水
ハ
浅
濁
ニ
シ
テ
飲
ム
ニ
堪
ヘ
ズ
。
林
中
、
葱
管
菊
蘆
、

陥
加
刺
奇
、
鬼
督
郵
ヲ
生
ズ
ル
ノ
ミ
。
諧
、
長
大
ニ
シ
テ
腰
二
及
ベ
リ
。
鴻
鵠
甚

ダ
多
夕
、
鴉
声
相
応
ズ
。
時
二
加
失
杜
利
ヲ
見
ル
ノ
ミ
。
導
者
出
路
ヲ
失
イ
、
巌

ヲ
畢
ジ
枝
二
援
リ
テ
、
漸
夕
向
陽
ノ
地
二
出
ズ
。
駱
然
ト
シ
テ
始
メ
テ
日
光
ヲ
見

ル
。
奇
石
径
巌
窟
立
シ
、
無
数
ノ
擲
躊
其
ノ
上
二
布
ス
。
極
メ
テ
短
矯
ニ
シ
テ
、

高
サ
寸
許
リ
ニ
過
ギ
ズ
。
花
ノ
色
ハ
深
キ
モ
ノ
有
リ
、
浅
キ
モ
ノ
有
リ
。
深
キ
モ

ノ
ハ
緋
ノ
如
ク
、
浅
キ
モ
ノ
ハ
締
ノ
如
シ
。
幾
爛
ト
シ
テ
錦
繍
ノ
如
シ
。
遊
蜂
ノ

其
ノ
間
二
群
飛
ス
ル
ハ
、
蓋
シ
卵
山
上
二
生
メ
バ
ナ
ラ
ン
。
巌
石
ノ
幽
雅
、
花
木

ノ
艶
麗
ハ
、
人
間
ノ
未
ダ
有
ラ
ザ
ル
所
ナ
リ
。
数
百
歩
ノ
内
、
皆
然
り
。
縦
覧
ス

ル
コ
ト
之
ヨ
リ
久
シ
。
登
陸
ノ
労
、
脱
然
ト
シ
テ
洗
フ
ガ
如
シ
。

　
休
ミ
テ
食
シ
、
西
由
り
下
ル
ニ
、
険
危
初
メ
二
倍
ス
。
巌
石
甚
ダ
多
夕
、
其
ノ

転
落
シ
テ
半
腹
二
布
満
ス
ル
モ
ノ
、
誤
リ
テ
之
ヲ
踏
マ
バ
即
チ
脱
落
シ
、
甚
ダ
危

フ
シ
。
試
ミ
二
一
石
ヲ
推
シ
テ
之
ヲ
落
ス
ニ
、
石
二
触
レ
益
マ
ス
激
シ
、
勢
ヒ
砲

ヲ
発
ス
ル
ガ
如
シ
。
沙
石
飛
揚
シ
、
個
霧
ヲ
起
ス
ガ
状
ノ
如
シ
。
導
者
、
誤
リ
テ

足
ヲ
失
シ
、
転
落
シ
止
ム
可
カ
ラ
ズ
。
予
、
濾
二
之
ヲ
救
ハ
ン
ト
シ
、
草
二
援
り

急
ギ
下
ル
モ
、
聾
者
が
行
状
ノ
如
夕
、
及
ブ
能
ハ
ズ
。
其
ノ
人
幸
二
叢
中
二
止
ル
。

未
ダ
起
ル
ニ
及
バ
ズ
シ
テ
大
イ
ニ
笑
フ
。
予
、
哭
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
、
大
呼
シ
テ
之

ヲ
問
フ
ニ
、
日
夕
、
自
ラ
足
ヲ
失
ス
ル
ヲ
笑
フ
ノ
ミ
ト
。
予
が
意
始
メ
テ
安
ン
ジ
、

相
扶
持
ス
ル
ニ
、
下
草
肩
二
及
ブ
。
山
麓
、
地
勢
漸
ク
平
ニ
シ
テ
、
終
二
宮
道
ニ

出
ズ
。
舎
二
帰
リ
、
酒
ヲ
詰
ヒ
テ
之
ヲ
労
ラ
フ
。
日
哺
再
ビ
温
泉
二
浴
シ
、
遂
二

客
舎
二
宿
ル
。

　
十
一
日
朝
。
晴
ル
。
浴
ス
ル
ヲ
謹
シ
ミ
、
又
廟
‰
ノ
舎
二
至
り
、
帰
ル
ヲ
告
グ
。

哺
后
家
二
帰
ル
。
明
日
、
稿
ヲ
起
コ
シ
、
油
布
嶽
採
薬
記
ヲ
作
リ
、
草
木
ノ
概
略

ヲ
記
ス
。
宿
志
ヲ
遂
ル
ヲ
喜
ビ
、
以
テ
同
好
ノ
士
二
告
グ
。

天
保
庚
子
夏
五
月

　一

藤　｀

氏n草

ノ木

賀
来
睦
之
　
印
（
睦
之
）

題
　
　
言

ノ
高
山
二
生
ズ
ル
モ
ノ
ハ
、
分
チ
テ
三
等
ト
為
ス
。
我
が
友

嘗
テ
木
曽
御
嶽
が
草
木
ヲ
区
別
ス
ル
ニ
倣
フ
ナ
リ
。
而
シ
テ

載　｀

亮｡尾

　｀藩

蓋伊

シ
西
洋
窮
理
ノ
説
ヲ
原
ト
ス
ル
ナ
リ
。
凡
ソ
草
木
ノ
高
山
二
生
ズ
ル
モ
ノ
ハ
、

山
麓
、
山
腹
及
ビ
其
ノ
頂
キ
、
判
然
ト
シ
テ
自
ラ
別
ル
。
然
レ
ド
モ
麗
ヨ
リ
頂

キ
ニ
至
ル
マ
デ
共
二
生
ズ
ル
モ
ノ
、
亦
夕
往
々
之
有
リ
。
此
ノ
編
ノ
載
ス
ル
所

ノ
葵
、
校
本
等
ノ
如
キ
ハ
是
ナ
リ
。
二
物
ハ
近
郊
及
ビ
諸
山
モ
亦
タ
多
ク
生
ズ
。

　
今
之
二
記
ス
ハ
、
其
ノ
実
ヲ
失
ハ
ザ
ラ
ン
ト
ス
レ
バ
ナ
リ
。
唯
、
其
ノ
絶
頂
二

　
生
ズ
ル
モ
ノ
ハ
、
則
チ
僅
々
ト
シ
テ
数
フ
可
シ
。
故
二
尽
ク
之
ヲ
記
ス
。
半
腹

　
以
下
二
至
リ
テ
ハ
、
則
チ
か
ダ
其
ノ
ー
、
ニ
ノ
目
撃
ス
ル
所
ヲ
記
ス
ノ
ミ
。
卿
　
　
一

　
荷
薬
、
土
参
ノ
如
キ
モ
、
亦
夕
嶽
上
ノ
産
ス
ル
所
ナ
ル
モ
、
人
家
往
々
之
ヲ
栽
　
７

　
ユ
。
而
レ
ド
モ
予
末
ダ
之
ヲ
見
ズ
。
然
レ
バ
則
チ
布
嶽
之
レ
高
大
、
産
ス
ル
所
　
　
一

　
此
二
止
ド
マ
ラ
ズ
。
壹
二
Ｉ
朝
ニ
シ
テ
之
ヲ
尽
ス
ヲ
得
ン
ヤ
。
他
日
時
二
之
ヲ

　
補
ハ
ン
。

一
、
絶
頂
ノ
辨
木
、
風
雪
ノ
厭
ス
ル
所
ト
為
リ
、
短
絡
ニ
シ
テ
長
ズ
ル
能
ハ
ザ
ル

　
モ
ノ
多
シ
。
皆
其
ノ
下
二
註
ス
。
其
ノ
註
サ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
、
能
ク
風
雪
二
堪
へ
、

　
天
性
ヲ
全
ウ
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
方
二
花
サ
ク
ハ
世
間
二
比
シ
テ
二
月
許
り
遅
シ
。

　
其
ノ
地
高
寒
ノ
故
ヲ
以
テ
ス
レ
バ
ナ
リ
。

一
、
毎
條
略
図
ヲ
作
ス
ハ
、
形
状
ヲ
記
サ
ザ
ル
所
以
ナ
リ
。
偶
マ
之
ヲ
記
ス
モ
亦

　
タ
僅
々
ナ
ル
ノ
ミ
。
書
筆
草
々
ナ
ル
モ
、
亦
タ
其
ノ
彷
彿
ヲ
想
見
ス
可
キ
ナ
リ
。

一
、
予
が
遊
セ
シ
時
、
花
実
ノ
候
二
非
ラ
ズ
、
而
ル
ニ
之
ヲ
画
ク
ハ
、
旧
図
ヲ
臨

　
ス
ル
ナ
リ
。
故
二
傍
ラ
ニ
臨
薔
圖
ノ
三
宇
ヲ
書
ス
。
咸
ハ
蔵
ス
ル
所
ノ
花
譜
ヲ

　
写
ス
モ
ノ
有
リ
。
或
ハ
想
像
シ
テ
之
ヲ
画
ク
モ
ノ
有
リ
。
皆
其
ノ
下
二
註
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
睦
之
識



油
布
嶽
採
薬
記

絶
頂
部

○
麻
比
都
児
草
（
ま
い
づ
る
そ
う
）

根
蔓
ハ
土
中
二
延
ビ
、
一
葉
ヲ

リ

蔀奈詳

賀
来
佐
之
公
輔

賀
来
睦
之
季
和

撰

草
二
似
テ
小
サ
ク
、
地
二
布
シ

　
　
テ
茎
ヲ
抽
ク
。
長
サ
こ
一
寸
ナ
リ
。
二
三
葉
互
生
ス
。
方
ニ
、
四
弁
ノ
小

　
　
白
花
ヲ
開
ク
。
花
謝
ミ
実
ヲ
結
ビ
、
秋
二
入
り
紅
熟
ス
。
大
キ
サ
ハ
小
豆

　
　
ノ
如
シ
。
深
秋
二
苗
ハ
枯
ル
。

○
楼
斗
菜
　
和
名
阿
篤
麻
幾
（
や
ま
お
だ
ま
き
）

　
　
苗
ハ
短
ク
小
ニ
シ
テ
、
方
二
青
紫
色
ノ
花
ヲ
開
ク
。

〈
注
〉
図
及
び
注
は
栽
培
種
の
オ
ダ
マ
キ
。
由
布
岳
山
頂
付
近
で
は
ヤ
マ

　
　
オ
ダ
マ
キ
が
自
生
す
ら
。

○
石
龍
胆

ダ
マ
キ
が
自
生
す
ふ
。

和
名
波
児
林
柁
（
ふ
で
り
ん
ど
う
）

　
　
葉
ハ
極
メ
テ
短
小
テ
ビ
ア
、
方
二
花
有
リ
。

　
　
　
〈
注
〉
和
名
は
ハ
ル
リ
ン
ド
ウ
と
あ
る
が
、
図
は
フ
デ
リ
ン
ド
ウ
。

○
倒
掛
草
一
種
　
倒
掛
草
　
和
名
伊
奴
畦
刺
昆
（
し
し
が
し
ら
）

　
　
根
ハ
地
上
二
露
ワ
レ
、
蕊
何
状
テ
ビ
ア
鉄
蕉
ノ
如
シ
。
大
サ
挙
二
似
テ
、

　
　
直
立
セ
ズ
。
方
二
新
葉
ヲ
生
ズ
。

　
　
　
〈
注
〉
図
は
林
内
や
林
縁
に
生
え
る
シ
シ
ガ
シ
ラ
と
想
像
さ
れ
る
。

○
多
加
刺
寄
（
お
た
か
ら
こ
う
）
　
漢
名
未
詳

　
　
其
ノ
葉
ハ
極
小
ノ
者
・
�
吻
花
　
臨
頁
圖

　
　
　
〈
注
〉
図
は
オ
タ
カ
ラ
コ
ウ
。

○
葱
管
蓼
蘆
　
和
名
抜
伊
結
伊
草
（
ば
い
け
い
そ
う
）

○
鬼
督
郵
　
和
名
波
偏
麻
（
に
し
の
や
ま
た
い
み
ん
が
さ
）

〈
注
〉
図
は
ニ
シ
ノ
ヤ
マ
タ
イ
ミ
ン
ガ
サ
。
林
内
に
群
生
す
る
。

○
粉
條
児
菜
　
和
名
狸
々
抜
加
麻
（
つ
く
し
し
ょ
う
じ
ょ
う
ば
か
ま
）

　
　
　
〈
注
〉
由
布
岳
な
ど
で
は
、
ツ
ク
シ
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
を
産
す
る
。

○
不
苦
阿
々
草
（
ふ
く
お
う
そ
う
）
　
漢
名
未
詳
国
花
臨
曹
圓

○
納
吉
蘭
（
の
ぎ
ら
ん
）
　
漢
名
未
詳
国
花
臨
曹
圖

○
奄
蘭
　
和
名
伊
奴
沃
木
吉
（
ひ
ろ
は
や
ま
よ
も
ぎ
）

　
　
葉
ハ
厚
ク
、
背
ノ
白
色
ノ
者
。

　
　
〈
注
〉
図
は
ヒ
ロ
ハ
ヤ
マ
ヨ
モ
ギ
。
由
布
岳
の
草
原
や
林
縁
に
群
生
す
る
。

○
細
葉
也
麻
勃
苦
知
（
は
く
ち
あ
ざ
み
）
　
漢
名
未
詳
国
花
　
所
蔵
ノ
花
譜

　
　
ヲ
写
ス
。

　
　
〈
注
〉
図
は
ホ
ク
チ
ア
ザ
ミ
。

○
葵
　
和
名
沃
本
吉
（
よ
も
ぎ
）

○
薇
　
和
名
宣
麻
伊
（
ぜ
ん
ま
い
）

○
比
護
尼
多
（
き
お
ん
）
　
漢
名
未
詳
国
花
臨
薔
圖

　
　
〈
注
〉
図
は
キ
オ
ン
と
み
ら
れ
る
。

○
邪
薦
一
種
　
邪
薦
　
和
名
伊
吹
防
風
（
つ
く
し
ぜ
り
）
　
－
方
言
山
人
参
　
づ

　
　
花
　
臨
著
聞

　
　
　
〈
注
〉
図
は
ツ
ク
シ
ゼ
リ
。
由
布
岳
山
頂
付
近
岩
場
に
生
育
し
て
い
る
。

○
沃
都
抜
容
喜
納
失
多
一
種
（
い
わ
ね
こ
の
め
そ
う
）
　
漢
名
未
詳
　
二
葉
ノ

　
　
者
。

　
　
　
〈
注
〉
図
は
イ
ワ
ネ
コ
ノ
メ
ソ
ウ
。

○
泥
菖
　
和
名
菖
蒲
（
し
ょ
う
ぶ
）

　
　
　
〈
注
〉
図
は
、
サ
ト
イ
モ
科
の
シ
ョ
ウ
ブ
。
地
代
に
は
今
で
も
シ
ョ
ウ
ブ

　
　
　
　
が
自
生
し
て
い
る
。

　
イ
ワ
カ
ガ
　
々
｀

○
伊
珪
加
瓦
密
（
い
わ
か
が
み
）
　
漢
名
未
詳
　
方
二
花
有
リ
。

○
紫
花
地
丁
一
種
　
和
名
失
魯
斯
密
例
（
こ
み
や
ま
す
み
れ
）
　
方
二
花
有
リ
。

　
　
　
〈
注
〉
図
は
コ
ミ
ヤ
マ
ス
ミ
レ
と
思
わ
れ
る
。

○
雀
舌
草
一
種
　
和
名
阿
々
也
麻
不
斯
麻
（
お
お
や
ま
ふ
す
ま
）

○
剥
麗
剥
地
鳥
謨
（
ふ
じ
し
だ
）
　
和
漢
名
未
詳



剥
麗
剥
地
鳥
謨
ハ
、
西
洋
本
草
家
賃
裂
等
ノ
統
ノ
名
ト
ス
。
今
仮
二
之
ヲ

　
　
用
フ
。

　
　
　
〈
注
〉
フ
ジ
シ
ダ
は
、
由
布
岳
の
北
岳
（
飯
盛
山
付
近
）
　
一
帯
の
岩
場
に

　
　
　
　
生
育
し
て
い
る
。
P
O
l
y
p
o
d
i
u
m
は
、
シ
ダ
植
物
エ
ソ
デ
ン
ダ
属
の

　
　
　
　
属
名
。

○
瓦
刺
斯
　
和
漢
名
未
詳
（
こ
い
わ
か
ん
す
げ
）

　
　
瓦
刺
斯
ハ
、
西
洋
本
草
家
ノ
芒
、
菅
、
藁
等
ノ
統
ノ
名
ト
ス
。
今
仮
二
之

　
　
ヲ
用
フ
。

　
　
〈
注
〉
図
は
、
山
頂
の
岩
場
に
生
え
る
コ
イ
ワ
カ
ン
ス
ゲ
の
よ
う
で
あ
る
。

○
翻
白
草
　
和
名
伏
苓
草
（
い
わ
き
ん
ば
い
）
　
方
二
蔭
有
リ
。
所
謂
ル
三
葉

　
　
ノ
者
、
石
間
二
生
エ
ル
。

　
　
　
〈
注
〉
図
は
、
山
頂
帯
の
岩
場
に
生
え
る
イ
ワ
キ
ン
バ
イ
。

○
山
擲
躊
　
和
名
也
未
都
々
地
（
み
や
ま
き
り
し
ま
）

　
　
極
メ
テ
短
矯
ニ
シ
テ
、
石
上
二
生
エ
ル
者
ハ
、
花
ノ
深
紅
・
浅
紅
ノ
ニ
種

　
　
有
リ
。

　
　
〈
注
〉
図
及
び
形
状
の
解
説
か
ら
山
頂
帯
に
群
生
す
る
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
。

　
　
　
　
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
　
｝
９
乱
乱
ｅ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｎ

ｋ
ｉ
ｕ
ｓ
ｉ
ａ
ｎ
ｕ
ｍＭ
ａ
ｋ
ｉ
ｎ
ｏ

　
　
　
　
は
、
牧
野
富
太
郎
が
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
発
表
し
た
。

漢
名
未
詳

○
天
女
花
　
和
名
阿
々
也
末
連
花
（
お
お
や
ま
れ
ん
げ
）

楼
生
ノ
者
。

　
方
二
蔭
有
リ
。

�
　
余
輩
、
京
師
二
在
シ
日
、
洛
東
岡
崎
ノ
千
葉
安
芸
守
幸
胤
が
宅
二
於

テ
、
一
枝
ヲ
瓶
中
二
挿
ス
ヲ
観
ル
。
因
テ
想
像
シ
之
ヲ
写
ス
。
蓋
シ
点
茶

家
ノ
者
ハ
、
甚
ダ
之
ヲ
重
ン
ジ
、
一
枝
ノ
価
直
ハ
ー
方
金
ナ
リ
。
幸
胤
ハ

　
　
　
草
翁
ト
号
シ
、
以
テ
種
芸
ノ
奇
士
卜
聞
ク
ナ
リ
。

　
　
モ
　
｀
砥
ヂ

○
木
密
地
一
種
（
こ
は
う
ち
わ
か
え
で
）
　
和
漢
名
未
詳

　
　
　
　
　
　
メ
イ
ゲ
ツ
モ
　
｀
４
ヂ

　
　
　
葉
ハ
明
月
木
密
地
二
相
似
ル
モ
ノ
。

　
　
〈
注
〉
図
は
コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
。
由
布
岳
一
帯
で
は
普
通
に
み
ら
れ
る
。

○
那
々
加
麻
度
（
な
ん
き
ん
な
な
か
ま
ど
）
　
漢
名
未
詳
国
花
　
臨
著
聞

　
　
　
〈
注
〉
図
は
ナ
ン
キ
ン
ナ
ナ
カ
マ
ド
。

○
宇
里
納
幾
（
う
り
の
き
）
　
同
上
　
�
　
図
　
花
　
所
蔵
ノ
花
譜
ヲ
写
ス
。

○
樹
未
詳
名
者
（
み
や
ま
ざ
く
ら
）

　
　
花
、
葉
ハ
桜
桃
二
似
テ
、
枝
、
幹
ハ
屈
曲
シ
、
古
木
多
シ
。
僅
カ
ニ
残
花

　
　
ヲ
見
ル
。

　
　
　
〈
注
〉
図
及
び
解
説
は
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
。

○
草
島
頭
　
和
名
也
麻
杜
里
加
不
杜
（
た
ん
な
と
り
か
ぶ
と
）

　
　
其
ノ
葉
ノ
銃
剣
ハ
甚
ダ
深
ク
且
ツ
多
シ
。

　
　
　
〈
注
〉
図
は
タ
ン
ナ
ト
リ
カ
ブ
ト
。
由
布
岳
で
は
ヤ
マ
ト
リ
カ
ブ
ト
は
産

　
　
　
し
な
い
。

○
植
木
　
和
名
阿
設
昆
（
あ
せ
び
）
　
国
花
　
臨
薔
圖

○
綾
木
　
和
名
加
失
阿
失
密
（
ね
じ
き
）
　
短
楼
ノ
者
。
国
花
　
臨
薔
圖

○
山
茶
科
和
名
利
□
布
（
り
ょ
う
ぶ
）

○
萬
壽
竹
一
種
　
萬
壽
竹
　
和
名
賓
鐸
草
（
ほ
う
ち
や
く
そ
う
）
　
小
サ
キ
者
。
　
一

　
　
方
二
花
有
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

○
沃
都
抜
謨
屈
羅
一
種
（
く
る
ま
む
ぐ
ら
）
　
漢
名
未
詳
　
五
葉
ノ
者
。
方
二

　
　
花
有
リ
。

　
　
　
〈
注
〉
図
は
ア
カ
ネ
科
の
ク
ル
マ
ム
グ
ラ
。

○
渓
荏
一
種
　
和
名
胡
加
幾
都
抜
多
（
え
ひ
め
あ
や
め
）

　
　
葉
極
ク
小
サ
キ
者
。
俗
二
謂
フ
所
ノ
豊
杜
若
。
　
国
　
一
名
豊
杜
若

　
　
　
〈
注
〉
図
は
エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
。
コ
カ
キ
ツ
バ
タ
は
豊
後
の
植
物
名
方
言
。

○
苦
魯
木
地
（
け
く
ろ
も
じ
）
　
漢
名
不
詳

　
　
　
〈
注
〉
図
は
ケ
ク
ロ
モ
ジ
（
オ
オ
バ
ケ
ク
ロ
モ
ジ
）
。
由
布
岳
に
は
別
に
ウ

　
　
　
　
ス
ゲ
ク
ロ
モ
ジ
が
あ
る
。

○
三
松
島
薬
　
和
名
島
昆
抜
奈
（
だ
ん
こ
う
ば
い
）

○
天
人
草
（
お
お
ま
る
ば
の
て
ん
に
ん
そ
う
）
　
漢
名
未
詳

　
/
Z
/
　
ヤ
マ
シ
グ
レ

○
密
也
未
志
信
列
（
や
ま
し
ぐ
れ
）
　
漢
名
未
詳

　
　
密
也
未
志
信
列
ハ
、
深
山
ノ
急
雨
ノ
義
ナ
リ
。
蓋
シ
、
加
茂
神
ノ
祝
、
雨



　
　
ヲ
山
中
二
避
ケ
テ
始
メ
テ
之
ヲ
得
ル
。
故
二
名
ヅ
ク
。
世
人
ノ
争
ヒ
テ
之

　
　
ヲ
植
エ
ル
。
蘭
山
先
生
ノ
没
後
二
在
リ
ト
云
フ
。

○
鴻
鵠
　
和
名
葛
寄
杜
里
（
か
っ
こ
う
）
　
�
伊
藤
氏
二
贈
ル
所
ノ
雄
図
二
臨

　
　
ス
。

○
加
失
杜
里
　
漢
名
未
詳

　
　
〈
注
〉
図
は
欠
落
し
て
い
る
。

○
蜂
　
和
名
波
知

「
絶
頂
草
木
圖
」

油
布
嶽
採
薬
記
巻
一
終

皿
来
訂
同
気

（
表
紙
）
　
油
布
嶽
採
薬
図
譜
　
坤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
八
翁
錦
案
題
簑

油
布
嶽
採
薬
記
巻
二

　
　
山
腹
部

　
○
石
龍
胆
（
ふ
で
り
ん
ど
う
）

　
○
比
護
尼
多
（
き
お
ん
）

　
○
不
苦
阿
々
草
（
ふ
く
お
う
そ
う
）

　
○
多
加
刺
寄
（
お
た
か
ら
こ
う
）

　
○
翻
白
草
（
い
わ
き
ん
ば
い
）

　
○
胡
都
苦
抜
涅
（
こ
つ
く
ば
ね
う
つ
ぎ
）

き
り
し
ま
）

う
ち
わ
か
え
で
）

　
（
ほ
く
ち
あ
ざ
み
）

　
（
つ
く
し
し
ょ
う
じ
ょ
う
ば
か
ま
）

の
ぎ
ら
ん
）

Ｆ

－

－

○
葦
間
（
ひ
ろ
は
や
ま
よ
も
ぎ
）

　
　
葉
ハ
薄
ク
深
緑
、
背
ハ
白
色
ニ
シ
テ
淡
シ
。

○
那
々
加
麻
度
（
な
ん
き
ん
な
な
か
ま
ど
）

○
邪
薦
一
種
（
つ
く
し
ぜ
り
）

○
接
木
（
あ
せ
び
）

○
編
木
（
ね
じ
き
）

○
莫
（
よ
も
ぎ
）

○
雀
舌
一
種
（
お
お
や
ま
ふ
す
ま
）

○
徹
（
ぜ
ん
ま
い
）

　
　
右
十
有
九
種
ハ
絶
頂
部
二
見
ル
。

○
翻
白
草
　
和
名
荻
苓
草
（
つ
ち
ぐ
り
）
　
方
二
花
有
リ
。

○
及
己
　
和
名
不
多
里
失
雪
加
（
ふ
た
り
し
ず
か
）
　
方
二
花
有
リ
。

（
か
い
じ
ん
ど
う
）
　
漢
名
未
詳
　
方
二
花
有
リ
。

密
那
墨
失
（
か
の
こ
そ
う
）
　
漢
名
未
詳
　
方
二
花
有
リ
。
�
　
一

　
　
名
　
顧
草

○
董
々
菜
一
種
　
和
名
幾
那
斯
密
列
（
き
す
み
れ
）
�
花
　
臨
茸
圖

○
草
烏
頭
　
和
名
也
麻
杜
里
加
不
杜
（
た
ん
な
と
り
か
ぶ
と
）

○
濁
活

○
羊
婆
乳

○
毛
苓

○
沙
参

○
紫
草

○
鴻
鵠

　
（
し
し
う
ど
）
　
方
言
　
支
地
加

支
（
や
ま
ぼ
う
し
）
　
方
二
花
有
リ
。

（
う
ま
の
あ
し
が
た
）

撒ｻ人こ

幾や参ご

（
さ
い
よ
う
し
や
じ
ん
）
　
�
　
花
　
臨
著
聞

（
む
ら
さ
き
）
　
方
二
花
有
リ
。

（
か
っ
こ
う
）
　
絶
頂
部
二
見
ル
。
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「
山
腹
草
木
圖
」

油
布
嶽
採
薬
記
巻
二
終

油
布
嶽
採
薬
記
巻
三

　
　
山
麓
部

　
○
多
加
刳
舟
（
お
た
か
ら
こ
う
）

　
○
石
龍
胆
（
は
る
り
ん
ど
う
）

　
○
胡
都
苦
抜
握
（
こ
つ
く
ば
ね
う
つ
ぎ
）

　
○
山
擲
躊
（
み
や
ま
き
り
し
ま
）

　
○
邪
薦
一
種
（
つ
く
し
ぜ
り
）

　
○
粉
條
完
菜
（
つ
く
し
し
ょ
う
じ
ょ
う
ば
か
ま
）

　
○
草
扇
頭
（
た
ん
な
と
り
か
ぶ
と
）

　
○
又
（
よ
も
ぎ
）

　
○
模
本
（
あ
せ
び
）

　
○
編
木
（
ね
じ
き
）

　
○
徴
（
ぜ
ん
ま
い
）

　
○
納
吉
蘭
（
の
ぎ
ら
ん
）

　
○
細
葉
也
麻
勅
題
知
（
ほ
く
ち
あ
ざ
み
）

　
　
　
右
十
有
三
種
ハ
絶
頂
及
ビ
山
腹
部
二
見
ル
。

　
○
及
己
（
ふ
た
り
し
ず
か
）

　
○
沙
参
（
さ
い
よ
う
し
や
じ
ん
）

　
○
董
々
菜
一
種
（
き
す
み
れ
）

　
　
ハ
ル
ノ
オ
　
y
/
/
ナ
メ
シ

　
○
波
完
納
阿
密
那
墨
失
（
か
の
こ
そ
う
）

　
○
猫
活
（
し
し
う
ど
）

　
　
　
右
五
種
ハ
山
腹
部
二
見
ル
。

○
苦
魯
木
地
（
け
く
ろ
も
じ
）

○
ニ
栢
烏
薬
（
だ
ん
こ
う
ば
い
）

　
　
右
二
種
ハ
絶
頂
部
二
見
ル
。

○
括
薫
一
種
　
和
名
宇
支
焦
里
（
も
み
じ
か
ら
す
う
り
）
�
　
花
　
臨
暮
圖

　
　
　
〈
注
〉
図
は
モ
ミ
ジ
カ
ラ
ス
ウ
リ
。

○
楊
櫨
　
和
名
多
泥
宇
都
吉
（
つ
く
し
や
ぶ
う
つ
ぎ
）
　
方
二
花
有
リ
。

○
菊
葉
山
草
蘇
　
和
名
杜
胡
魯
（
か
え
で
ど
こ
ろ
）
　
方
言
幾
杜
胡
魯

〈
注
〉
図
は
カ
エ
デ
ド
コ
ロ
。
由
布
岳
で
は
キ
ク
バ
ド
コ
ロ
が
普
通
で
あ

　
　
る
。

○
川
草
蘇
　
和
名
杜
胡
魯
（
た
ち
ど
こ
ろ
）
　
方
二
花
有
リ
。

○
也
麻
理
末
利
（
や
ぶ
で
ま
り
）
漢
名
未
詳
　
方
二
花
有
リ
。
国
実
　
嘗

　
　
テ
見
タ
所
ノ
モ
ノ
ヲ
想
像
シ
テ
之
ヲ
写
ス
。

○
火
薬
禅
　
和
名
江
戸
加
支
柱
（
か
し
わ
）

　
　
　
〈
注
〉
図
は
カ
シ
ワ
。

○
山
菖
葡
　
和
名
未
都
謨
支
草
（
ま
つ
む
し
そ
う
）
　
�
花
　
臨
薔
圖

○
納
瓦
刺
未
都
（
あ
き
か
ら
ま
つ
）
　
漢
名
未
詳
　
葉
ハ
少
ナ
ク
シ
テ
長
ク
、

　
　
葉
脈
ノ
粗
大
ナ
ル
者
。

○
雁
足
（
い
ぬ
が
ん
そ
く
）
　
漢
名
未
詳
　
国
　
実
　
想
像
シ
テ
之
ヲ
写
ス
。

　
　
　
〈
注
〉
図
は
イ
ヌ
ガ
ン
ソ
ク
。

○
墨
納
加
納
胡
草
（
つ
る
か
の
こ
そ
う
）
　
漢
名
未
詳
　
方
二
花
有
リ
。

○
土
富
帰
　
和
名
宇
杜
（
う
ど
）

○
火
呉
風
草
　
和
名
奨
暗
草
（
は
ん
か
い
そ
う
）

○
赤
楊
　
和
名
波
利
納
幾
（
や
し
や
ぶ
し
）

　
　
　
〈
注
〉
図
は
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
。

○
碗
豆
草
（
い
た
ち
さ
さ
げ
）
　
漢
名
未
詳

○
麻
々
胡
那
（
つ
し
ま
ま
ま
こ
な
）
　
漢
名
未
詳
国
花
　
臨
薔
圖

草
（
ひ
か
げ
み
つ
ば
）
　
漢
名
未
詳
　
�

　
（
た
む
ら
そ
う
）
　
漢
名
未
詳
　
�
　
花

花
　
臨
著
聞

臨
著
聞
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○
比
墨
比
護
多
伊
（
の
ぶ
き
）
　
漢
名
未
詳

　
　
　
（
ヒ
メ
ヒ
ゴ
タ
イ
の
図
に
、
次
の
記
載
が
添
付
さ
れ
て
い
る
）

　
　
和
名
　
ギ
ヤ
ウ
ジ
ヤ
ブ
キ
　
ノ
ブ
キ
コ
マ
ノ
ツ
メ
ウ
シ
ク
サ
。
伊
圭
″

　
　
　
　
　
の
印
　
ヒ
メ
ヒ
ゴ
タ
イ
同
名
ア
リ
　
尾

　
　
漢
名
　
古
説
和
尚
菜
二
充
ツ
穏
ナ
ラ
ズ
。

　
　
洋
¥
Ｉ
　
Ａ
ｄ
ｅ
ｎ
ｏ
ｃ
ａ
ｕ
ｌ
ｏ
ｎＡ
ｄ
ｈ
ａ
ｒ
ｅ
ｓＣ
ｅ
ｎ
ｓ
Ｍ
ａ
ｘ
．

　
　
第
十
九
綱
第
四
目
　
菊
科

　
　
形
状

　
　
産
地
　
城
州
美
船
　
熊
野
　
ハ
鬼
山
　
大
和
多
武
峰
　
濃
州
　
又
木
曽

　
　
　
　
　
採

○
加
失
瞳
波
掘
麻
（
か
し
わ
ば
は
ぐ
ま
）
　
漢
名
未
詳
国
　
図
　
花
　
臨
薔
圖

○
撤
苦
羅
草
（
さ
く
ら
そ
う
）
　
漢
名
未
詳
国
花
　
臨
薔
圖

　
｀
気
ヤ
マ
ハ
ー
　
ソ

○
密
也
未
波
々
所
（
み
や
ま
は
は
そ
）
　
漢
名
未
詳
国
実
　
臨
薔
圖

　
　
　
　
　
　
　
オ
ニ
ア
ザ
｀
泌

○
火
箭
　
和
名
阿
尼
亜
□
密
（
ひ
め
や
ま
あ
ざ
み
）
　
国
花
　
臨
菌
圖

　
　
　
〈
注
〉
図
は
ヒ
メ
ヤ
マ
ア
ザ
ミ
。

○
剪
秋
羅
一
種
　
和
名
也
未
弗
失
ヱ
し
ぐ
ろ
せ
ん
の
う
）
　
－
　
花
　
臨
薔
圖

　
　
　
〈
注
〉
図
は
フ
シ
グ
ロ
セ
ン
ノ
ウ
。

○
単
州
漏
盧
　
和
名
比
護
多
伊
（
ひ
ご
た
い
）

　
　
　
〈
注
〉
図
の
花
は
、
臨
旧
図
と
思
わ
れ
る
。

○
鳳
仙
花
屡
　
和
名
法
螺
介
草
（
つ
り
ふ
ね
そ
う
）
　
国
花
　
臨
著
聞

○
側
金
遺
花
　
和
名
福
壽
草
（
ふ
く
じ
ゆ
そ
う
）
　
国
花
　
臨
著
聞

　
　
　
　
　
エ
イ
ザ
ン
ス
　
｀
気
　
レ

○
胡
董
草
　
叡
山
斯
密
例
（
え
い
ざ
ん
す
み
れ
）

○
兎
児
酸
　
和
名
也
不
例
瓦
撤
（
や
ぶ
れ
が
さ
）
　
国
花
　
臨
薔
圖

○
天
南
星
（
ま
む
し
ぐ
さ
）
　
和
漢
通
名
　
　
方
二
花
有
リ
。

　
　
〈
注
〉
由
布
岳
付
近
で
は
、
ツ
ク
シ
マ
ム
シ
グ
サ
が
多
い
。

○
名
未
詳
草
（
き
す
げ
）
　
葉
ハ
萱
草
二
似
テ
草
柔
ク
、
根
ハ
靭
ク
知
母
二
似

　
　
ル
。
国
　
同
前
　
根

　
　
〈
注
〉
図
は
葉
と
根
の
二
図
。
根
は
膨
れ
な
い
で
横
の
皺
が
描
か
れ
て
い

　
　
　
　
る
。
キ
ス
ゲ
（
ュ
ウ
ス
ゲ
）
と
思
わ
れ
る
。

○
知
護
由
里
（
ち
ご
ゆ
り
）
　
漢
名
未
詳

○
鴉
葱
　
和
名
失
刺
伊
杜
（
し
ら
い
と
そ
う
）
　
方
二
花
有
リ
。

○
薯
草
　
和
名
納
胡
逆
里
草
（
あ
そ
の
こ
ぎ
り
そ
う
）

帯
に
自
生
す
る
も
の
は
ア
ソ
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ
。

　
（
い
ぬ
つ
げ
）

烏
（
や
ま
か
し
ゆ
う
）

○
杜
鵠

鯖
（
ほ
と
と
ぎ
す
）
　
�
杵
築
藩
大
原
氏
二
贈
ル
所

　
　
ノ
図
ヲ
臨
ス
。

○
鴻
鵠

　
　
右
一
種
絶
頂
及
ビ
山
腹
部
二
見
ル
。

「
山
麓
草
木
圖
」

油
布
嶽
採
薬
記
巻
三
　
大
尾

注

睦
之
図
ク
　
印
（
大
神
）
　
印
（
睦
之
）

田
　
『
図
譜
』
の
写
真
は
、
今
回
、
安
心
院
町
教
育
委
員
会
の
許
可
を
得
て
撮
影
し
、
掲
載
し

　
　
た
も
の
で
あ
る
。
草
木
写
生
図
に
つ
い
て
は
、
紙
数
の
都
合
で
一
部
割
愛
し
た
。

閲
　
原
文
で
は
、
次
の
行
に
「
紀
行
」
と
い
う
小
題
が
見
え
る
が
、
帆
足
万
里
の
も
の
と
推
測

　
　
さ
れ
る
削
除
の
朱
筆
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
削
っ
た
。
木
稿
で
は
、
以
下
全

　
　
て
こ
の
朱
筆
を
生
か
し
て
書
き
下
し
た
。
な
お
、
改
行
は
、
筆
者
が
内
容
を
吟
味
し
て
適

　
　
宜
行
っ
た
。

即
　
英
彦
山

㈲
　
由
布
岳

㈲
　
陰
暦
三
月
三
日
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(6)(7)(8)(9)(10)帥）

㈲(13)㈲(15)(16)(17)(18)(19)(20)

㈲圀(23)

㈲凶叫(27)叫圀叫
(31)(32)(33)

陰
暦
五
月
五
日

陰
暦
五
月

葛
城
厳
哉
（
佐
田
村
の
医
者
）

塚
原
温
泉

塚
原

ホ
ト
ト
ギ
ス

塚
原
道

大
ク
エ

鶴
見
岳

高
崎
山

西
岳
（
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

東
岳
（
一
五
八
三
メ
ー
ト
ル
）

湯
布
院
（
由
布
院
盆
地
）

日
野
鼎
哉
（
医
者
）

飯
盛
山
一
帯

地
代
ノ
杉

地
代

シ
ョ
ウ
ブ

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ

バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ

オ
タ
カ
ラ
コ
ウ

ニ
シ
ノ
ヤ
マ
タ
イ
ミ
ン
ガ
サ

カ
ッ
コ
ウ

カ
ケ
ス

導
者
を
さ
す

伊
藤
圭
介

圭
介
の
老
年
の
号

ョ
モ
ギ

叫(35)

叫㈲(38)(39)

㈲㈲肋㈲

ア
セ
ビ

ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク

ト
チ
バ
ニ
ン
ジ
ン

『
油
布
嶽
採
薬
記
』
の
植
物
名
に
付
し
た
（
　
）
内
の
和
名
は
、
傍
書
さ
れ
た
形
状
や
写

　
生
図
、
さ
ら
に
現
在
の
由
布
岳
の
植
物
相
な
ど
か
ら
、
筆
者
が
判
断
し
注
記
し
た
。

飛
雲
が
記
し
た
和
名
と
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
〈
注
〉
に
お
い
て
補
説
し
た
。

『
図
譜
』
で
は
、
植
物
目
録
と
草
木
写
生
図
と
が
別
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

　
植
物
目
録
と
重
複
す
る
写
生
図
中
の
漢
名
・
和
名
は
省
略
し
、
目
録
に
な
い
も
の
の
み
、

　
�
と
表
記
し
た
後
に
記
し
た
。

四
十
九
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

別
の
紙
に
書
か
れ
貼
ら
れ
て
い
る
。
筆
は
飛
霞
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

十
三
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

三
十
九
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

〈
編
集
者
註
‥
本
稿
は
、
公
開
講
座
「
地
域
文
化
論
」
に
お
い
て
「
賀
来
飛
霞
と

　
　
本
草
学
」
（
平
成
六
年
六
月
二
九
日
）
と
題
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
講
演
に
基

　
　
づ
く
も
の
で
す
。
〉
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Study of YUFUDAKE SAIYAKUZUFU I ＆II（drawing of

　thefieldwork investigationin Mt.Yufu）by Kaku Hika

Ｍａｓａｎｏｒｉ ＡＲＡＫＡＮＥ

　　l tried deciphering the draft， YUFUDAKE SAIYAKUKI （油布嶽採薬記）（account of

the field work investigation in Mt.Yufu）and the accomplished books，YUFUDAKE

SAIYAKUZUFU（油布嶽採薬図譜）written by Kaku Hika （賀来飛霞）when he climbed Mt.

Yufu to investigate in 1840 （Tenpo（天保）11）.l also examined the content of these books｡

　　YUFUDAKE SAIYAKUZUFU is considered to be academically of great value in that

the identification of the plants is accurate， the ecological distribution is neatly pigeonholed

according to the top part， the middle part and the foot part of the mountain and it is a flora

of Mt .Yufu in Bungo （豊後）Province with the sketches of plants.
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